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「叡智と勇気・誇りをもって」
そして…「和の心」

第
５５
回
地
区
年
次
大
会
当
日
は
、�
海
橋
の
町
�
坂
出
市
も
地
区
年

次
大
会
を
祝
福
す
る
が
如
く
素
晴
ら
し
く
晴
れ
渡
た
り
、
私
は
晴
れ
や

か
さ
と
緊
張
と
の
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
気
持
ち
で
こ
の
日
を
迎
え
ま

し
た
が
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
け
胸
の
高
ま
り
は
大
き
く
な
り
、
こ

の
一
年
間
の
様
々
な
こ
と
が
脳
裏
を
横
切
り
、
今
日
こ
こ
に
坂
出
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
総
決
算
で
あ
る
地
区
年
次
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
は
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
ご
厚
意
と
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
地
区
年
次
大
会
は
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今
年
度
は
ま
た
、
１
９
８
９
年
１
月
大
韓
民
国
３
５
４－

Ｄ
地
区
と

の
友
好
親
善
協
定
が
締
結
さ
れ
て
、
最
も
近
い
隣
国
と
し
て
国
境
を
越

え
て
の
国
際
親
善
の
輪
が
広
が
り
、
今
年
は
２０
周
年
を
迎
え
る
誠
に
め

で
た
い
年
で
も
あ
り
、
時
恰
も
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
３
３
６－

Ａ

地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
望
外
の
光
栄
で
あ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
今
年
度
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
、
地
区
内
皆
様
の
協
力

を
得
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

・
ク
エ
ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
図
り
、
所
期
の
目
標
で
あ
る
四

国
各
県
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

更
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
内
容
の
濃
い
も
の
に
し
、
継
続
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

会
員
増
強
に
つ
き
ま
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
が
、

ク
ラ
ブ
会
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
お
陰
で
多
く
の
新
会
員
の

招
請
を
積
極
的
に
進
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
心
配
す
る
の
は
こ
こ
数
年

続
く
年
度
末
の
退
会
者
で
す
。
退
会
防
止
に
、
皆
様
の
更
な
る
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

組
織
の
基
盤
で
あ
る
会
員
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
こ
そ
が
会

山地章靖地区ガバナーご挨拶
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員
増
強
会
員
維
持
そ
し
て
奉
仕
活
動
の
充
実
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
だ

と
考
え
ま
し
て
、
人
材
育
成
の
為
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
会
の
開
催

を
推
進
し
ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
年
か
先
に
は
必
ず
そ

の
効
果
が
現
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
「
叡
智
と
勇
気
・
誇
り
を
も
っ
て
ウ
ィ

サ
ー
ブ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、
地
区
内
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
奉
仕

活
動
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
友
情
・
親
善
・
相
互
理
解
・
和
の
心
の
絆
に
よ
っ
て
ク

ラ
ブ
内
の
融
和
を
は
か
り
、
共
生
の
日
々
を
享
受
す
る
「
和
」
の
共
同

体
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

地
区
名
誉
顧
問
・
地
区
役
員
・
委
員
の
皆
様
・
地
区
内
ク
ラ
ブ
役
員

・
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
内
局
員
の
皆
様
に
は
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６－

Ａ
地
区

地
区
ガ
バ
ナ
ー

山
地
章
靖

羅炳綰３５４－Ｄ地区総裁（写真右側）から記念の盾を受ける

表紙題字／丸亀京極ライオンズクラブ Ｌ山内俊夫 夫人 和代さま筆
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さ
わ
や
か
な
陽
春
の
日
差
し
を
受
け
て
、
三
三
六－

Ａ
地
区

第
五
十
五
回
地
区
年
次
大
会
が
、
四
月
十
一
日（
土
）、
十
二
日

（
日
）に
、「�
夢
無
限
�
海
橋
と
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
の
都
で

W
e

Serve

」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
二
千
百
五
十
名
を
超

え
る
会
員
の
参
加
を
え
て
坂
出
市
で
開
催
さ
れ
、
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
大
変
嬉
し
く
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ

ン
バ
ー
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
会
が
成
功
し
た
要
因
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
第
一
に
快
晴

と
い
う
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
す
。
坂
出
市
と
い
う
県
庁
所

在
地
で
な
い
香
川
県
の
中
讃
都
市
と
い
う
条
件
の
中
で
、
二
千

余
名
を
収
容
す
る
ホ
ー
ル
が
無
い
た
め
、
坂
出
市
立
体
育
館
に

於
い
て
手
作
り
で
の
式
典
会
場
作
り
、
会
場
外
の
テ
ン
ト
で
の

う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
、
物
品
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
の
龍
神
太
鼓
の
実

演
と
、
大
会
委
員
会
と
し
て
は
雨
へ
の
心
配
が
一
番
で
し
た
が
、

雲
一
つ
な
い
快
晴
の
日
と
な
り
、
大
会
が
滞
り
な
く
実
行
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
神
へ
感
謝
し
喜
び
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

第５５回地区年次大会

第５５回地区年次大会
大会委員長 鈴木 巖
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指名選挙会の開票作業

第一分科会

代議員総会会場
（坂出グランドホテル）
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第ニ分科会

代議員総会

第三分科会

代議員登録受け付け

３



成
功
の
第
二
の
要
因
は
、「
人
の
和
」
の

力
で
し
た
。
山
地
章
靖
ガ
バ
ナ
ー
ズ
ス
ロ
ー

ガ
ン
、「
叡
智
と
勇
気
・
誇
り
を
持
っ
て
ウ

ィ
サ
ー
ブ
」、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
和
の
心
」
を

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
当
初
か
ら
こ
の
年
次

大
会
は
、
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
総
決
算
と

位
置
づ
け
、
５
Ｒ
内
１２
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
一
同

が
一
致
団
結
し
て
大
会
を
成
功
さ
せ
、
参
加

頂
い
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
喜
び
を
お
持
ち

帰
り
頂
け
る
大
会
に
し
よ
う
と
、
計
画
・
立

案
・
実
行
努
力
し
た
結
果
が
、
代
議
員
分
科

会
・
総
会
、
そ
し
て
式
典
を
設
定
し
た
時
間

通
り
に
進
行
し
え
た
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結

果
を
見
る
に
至
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
目
的
に
、「
友

情
・
親
善
・
相
互
理
解
の
き
ず
な
に
よ
り
ク

ラ
ブ
間
の
融
和
を
は
か
る
。」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
今
ま
で
以
上
に

５
Ｒ
内
の
「
人
の
和
」「
和
の
心
」
が
培
わ

れ
大
会
を
成
功
に
導
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

第５５回地区年次大会

羅炳綰３５４－Ｄ地区総裁より記念品の贈呈

先導して入場する鈴木大会委員長

山地章靖ガバナー夫妻

４



成
功
と
考
え
る
第
三
は
、
式
典
途
中
で
席

を
立
た
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
参
加
頂
い
た
メ

ン
バ
ー
が
、
最
後
ま
で
式
典
を
見
守
っ
て
お

ら
れ
、
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
に
な
ら
れ
た
武

久
一
郎
氏
の
徳
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
の
引
継

式
が
厳
粛
の
中
に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

来
期
の
徳
島
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
の
期
待
の
表

れ
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
気
持
ち
は
メ
ン
バ

ー
各
位
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
帰
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

次期ホストクラブの皆様

武久一郎ガバナーエレクトご夫妻

武久一郎ガバナーエレクト

５



年
次
大
会
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
二
〇

〇
七
年
三
月
三
日
に
、
年
次
大
会
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
が
最
初
で
、
以
後
５
回
の
準
備

委
員
会
、
十
一
回
の
大
会
委
員
会
を
開
き
、

様
々
な
討
議
を
重
ね
、
準
備
を
整
え
、
十
一

日
の
四
五
〇
余
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て

の
ゴ
ル
フ
大
会
、
締
結
二
十
周
年
に
な
る

３
５
４－

Ｄ
地
区
の
羅
炳
綰
総
裁
を
は
じ
め
、

三
十
一
名
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
の
三
日
間

の
日
韓
親
善
交
流
、
そ
し
て
大
会
当
日
の
指

名
選
挙
会
、
代
議
員
分
科
会
に
お
け
る
活
動

報
告
、
総
会
に
お
い
て
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
第

一
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
選
出
、
会
計

報
告
等
を
経
て
昼
食
を
挟
み
、
メ
イ
ン
の
大

会
式
典
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
テ
ン
ト
で
の

う
ど
ん
接
待
は
、
二
千
食
余
の
う
ど
ん
を
用

意
い
た
し
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の
好
評
で
、

品
切
れ
と
な
り
、
多
数
の
方
が
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
誠
に
申
し
訳
な
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

第５５回地区年次大会

ホストクラブのメンバーにより大会会場も準備完了

前日に行なわれた東山魁夷美術館（坂出市）での記念植樹

大韓民国国歌斉唱

３５４－Ｄ地区のメンバーをお迎えしての歓迎会（オークラホ
テル丸亀）

６



体
育
館
内
の
式
典
は
、
床
張
り
・
壇
上
拡

張
・
椅
子
の
配
置
・
照
明
・
映
像
・
音
響
と

ホ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
の
協
力
で
本
番
を
向
え
、

県
立
坂
出
高
校
吹
奏
楽
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
演
奏
に
始
ま
り
、
日
韓
両
国
国
歌
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ヒ
ム
斉
唱
と
重
厚
で
厳
粛
な
開
会
と

な
り
、
ガ
バ
ナ
ー
の
年
次
報
告
、
ガ
バ
ナ
ー

ズ
ア
ワ
ー
ド
表
彰
、
次
期
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク

ト
・
第
一
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
紹
介
、

挨
拶
、
次
期
年
次
大
会
開
催
地
徳
島
市
お
よ

び
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
発
表
と
、
大
会
の
目
的

の
一
つ
で
あ
る
次
期
へ
の
引
継
も
無
事
終
わ

り
、
二
時
間
と
予
定
し
た
時
間
通
り
式
典
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
り
の
御
弁
当
、
記
念
品
の
引
渡
し
は
、

晩
餐
会
が
で
き
な
か
っ
た
分
だ
け
の
お
返
し

を
し
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
て
エ
コ
バ
ッ
グ

に
詰
め
て
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

式
典
後
の
後
片
付
け
に
も
、
居
残
り
の
ホ

ス
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
方
は
勿
論
、
坂
出
高
校

の
学
生
達
に
も
協
力
を
頂
き
、
短
時
間
で
滞

り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

事
故
も
な
く
無
事
に
年
次
大
会
と
い
う
大

き
な
行
事
を
終
え
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
友
好
が
深
め
ら
れ
ま
し

た
な
ら
ば
幸
い
に
存
じ
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
声
を

上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
参
加
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

“どじょう”うどんも振舞われました

大会当日 体育館の外では“さぬきうどん”のお接待

こんぴらでは“かご”も初体験

７



第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回地地地地地地地地区区区区区区区区年年年年年年年年次次次次次次次次大大大大大大大大会会会会会会会会にににににににに出出出出出出出出演演演演演演演演ししししししししてててててててて
香川県立坂出高等学校吹奏楽部 部長 河合 咲 （３年）

私たち、坂出高校吹奏楽部は、４月１２日（日）ライオンズクラブ国際協会３３６－Ａ地区第５５回地区年次大会に、
式典音楽の担当として参加させていただきました。
この大会は、私たちの想像をはるかに超える大規模な大会でした。広い坂出市立体育館が満員になるお客様

が来られました。「こんなにたくさんの皆さんの前で演奏するのか」と思うと、とても緊張しました。しかし、
来場のお客様が、熱心に聴いてくださり、演奏が終わると、温かい拍手を贈ってくださいました。とてもうれ
しかったです。
本番の演奏中には、照明の効果が演奏を盛り上げてくれましたし、大きなスクリーンには、私たちの演奏し

ている姿が映し出されました。普段、舞台で演奏することが多い私たちには、このような経験は初めてでした。
また、韓国国歌やラインオンズ・ヒムを演奏するのも、初めての経験でした。この２曲には歌が入り、歌と

合わせるということも、貴重な経験となりました。
今回、このような大きな大会の式典音楽を担当させていただき、大役を努められるかどうか不安でしたが、

大会関係者の皆様に、いろいろと助けていただいたおかげで、少
しは大会の運営にお役に立てたのではないかと思っております。
私たちにとっては、本当に思い出に残る体験となりました。この
ような機会を与えてくださった大会関係者の皆様に、深く感謝し
ております。
さて、私たちは、夏の吹奏楽コンクール、冬のアンサンブルコ

ンテストという大会に出場し、上位入賞を目指して活動していま
す。また、野球部の夏の大会の応援や、夏休み中には、私たち独
自のコンサートである、サマーコンサートを開催しています。私
たちの演奏を、ぜひまたどこかで聴いていただきたいと思います。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
３
３
６－

Ａ
地
区

第第第第第第第第
５５５５５５５５５５５５５５５５
回回回回回回回回
地地地地地地地地
区区区区区区区区
年年年年年年年年
次次次次次次次次
大大大大大大大大
会会会会会会会会
記記記記記記記記
念念念念念念念念
ゴゴゴゴゴゴゴゴ
ルルルルルルルル
フフフフフフフフ
大大大大大大大大
会会会会会会会会

高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、坂
出
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、満
濃
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

第
５５
回
地
区
年
次
大
会
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

が
４
月
１１
日（
土
）高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、

坂
出
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
満
濃
ヒ
ル
ズ
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
三
会
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

３
５
４－

Ｄ
地
区
の
１８
名
を
含
め
６１
ク
ラ
ブ

よ
り
総
勢
４
５
０
名
参
加
の
も
と
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
の
上
位
３
名
は
左
記

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

優

勝

田
村
秀
敏

徳
島
城
山
Ｌ
Ｃ

準
優
勝

藤
田

實

徳
島
マ
リ
ン
ピ
ア
Ｌ
Ｃ

３

位

鈴
木

治

川
之
江
Ｌ
Ｃ

坂
出
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優

勝

吉
村
正
男

土
佐
Ｌ
Ｃ

準
優
勝

金
子
尚
浴

土
佐
Ｌ
Ｃ

３

位

井
上

稔

松
山
西
Ｌ
Ｃ

満
濃
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優

勝

枝
園

仁

こ
ん
ぴ
ら
Ｌ
Ｃ

準
優
勝

丹
下
靖
憲

松
山
中
央
Ｌ
Ｃ

３

位

阿
部
眞
治

今
治
中
央
Ｌ
Ｃ

第５５回地区年次大会

８



日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓
友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友
好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好
親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊

坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
長

原

北

健

男

今
年
度
（
２
０
０
８
〜
２
０
０
９
）
は
両

地
区
の
友
好
親
善
が
締
結
さ
れ
て
２０
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。

山
地
章
靖
、
羅
柄
綰

両
地
区
ガ
バ
ナ
ー

は
、
１０
周
年
の
時
と
同
様
に
２０
周
年
に
於
い

て
も
記
憶
が
忘
れ
去
る
前
に
記
録
し
て
お
く

為
に
「
締
結
２０
周
年
の
記
念
誌
」
を
発
刊
し
、

「
締
結
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
又
「
締
結
後

両
地
区
間
の
友
好
親
善
発
展
の
歴
史
」
を
後

世
に
残
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
過
去
２０
年
間

を
振
り
返
っ
た
時
、
年
を
追
う
ご
と
に
両
地

区
の
友
情
は
深
ま
り
「
最
も
近
く
て
最
も
近

い
国
」
と
な
っ
て
い
る
事
を
痛
切
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
両
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
友
好

に
た
い
す
る
ご
熱
意
と
会
員
各
位
の
ご
努
力

の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
記
念
誌
は
締
結
１０
周
年
以
降
の
両
地

区
ガ
バ
ナ
ー
及
び
両
地
区
会
員
各
位
の
貴
重

な
ご
体
験
、
ご
感
想
を
ご
寄
稿
頂
き
編
集
さ

れ
た
も
の
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
に
１
冊
ず
つ
配

付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

１
�
締
結
に
至
る
ま
で
の
経
緯

韓
国
と
日
本
は
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
、
時

差
も
ほ
と
ん
ど
無
い
最
も
近
い
隣
国
で
あ
り

な
が
ら
、
締
結
当
時
は
歴
史
的
背
景
も
あ
っ

て
、「
最
も
近
く
て
、
最
も
遠
い
国
」
と
い
う

感
情
を
両
国
民
が
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
は
国
境
は
無
い
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
親
睦
を
計
る
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
考
え
が
両
地
区
に
芽
生
え
て
き
た
。

丁
度
こ
の
時
は
岡
元
大
三
国
際
理
事
が
、

就
任
さ
れ
た
年
（
１
９
８
８
）
で
あ
り
、
韓

国
３
０
９－

Ｋ
地
区
（
今
の
３
５
４－

Ｄ
地

区
）
の
申
堯
�
国
際
理
事
が
二
年
の
任
期
を

終
え
た
年
で
も
あ
っ
た
。
申
堯
�
さ
ん
が
新

任
の
岡
元
さ
ん
の
胸
に
国
際
理
事
の
ピ
ン
を

つ
け
て
両
国
の
友
好
親
善
に
努
力
す
る
事
を

誓
い
、
固
い
握
手
を
交
わ
さ
れ
た
。
又
韓
国

に
は
岡
元
国
際
理
事
と
同
期
の
李
大
源
元
総

裁
の
力
強
い
支
援
が
あ
り
、
順
調
に
交
渉

が
と
と
の
い
、
我
が
地
区
に
お
い
て
も
、

第
二
回
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
於
い

て
全
員
の
賛
同
を
得
て
、
１
９
８
９
年
１

月
１４
日
ソ
ウ
ル
市
に
於
い
て
当
時
の
石
橋

忠
男
ガ
バ
ナ
ー
（
内
科
医
師
）
と
、
朴
康

壽
総
裁
（
京
畿
大
学
学
長
）
に
よ
っ
て
調

印
締
結
式
が
行
わ
れ
た
。

両
国
の
親
密
の
度
は
年
を
追
う
ご
と
に

深
ま
り
、
こ
こ
に
友
好
締
結
２０
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

地
区
対
地
区
の
友
好
親
善
締
結
は
世
界

で
初
め
て
で
あ
る
。

日韓友好親善締結２０周年

▲締結祝賀会

▲締結記念写真

９



２
�
友
好
親
善
締
結
書

４
�
３
５
４－

Ｄ
地
区
沿
革

１
９
８
１
年
７
月
１
日

大
韓
民
国
は
３
０
９
の
１
つ
の
複
合
地

区
で
あ
っ
た
が
、
３
１
６
、
３
１
７
、

３
１
８
、
３
１
９
、
の
４
複
合
地
区
に

分
割
さ
れ
、
３
１
６－

Ｄ
地
区
と
な
る
。

１
９
８
２
年
７
月
１
日

４
複
合
地
区
が
元
の
３
０
９
複
合
地
区

と
な
り
、
３
０
９－

Ｋ
地
区
と
な
る
。

初
代
総
裁
に
申
尭
�
さ
ん
が
就
任
。

１
９
９
７
年
７
月
１
日

３
０
９
複
合
地
区
が
３
５
４
、
３
５
５

の
２
つ
に
分
割
さ
れ
、
３
０
９－

Ｋ
地

区
は
３
５
４－

Ｄ
地
区
と
な
り
現
在
に

至
る
。

３５４―Ｄ地区

鄭 珍 浩

金 容 成

金 炳 徳

金 庭 守

呉 仁 教

徐 漢 玉

金 成 田

� 鍾 祐

趙 南 吉

羅 炳 綰

３３６―Ａ地区

荒 瀬 孝 之

小 松 武 道

宮 内 浩四郎

宮 地 健 三

石 川 俊 夫

松 本 勤

西 原 透

西園寺 純 一

三 谷 智 省

山 地 章 靖

年 度

１９９９～２０００

２０００～２００１

２００１～２００２

２００２～２００３

２００３～２００４

２００４～２００５

２００５～２００６

２００６～２００７

２００７～２００８

２００８～２００９

�

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

３５４―Ｄ地区

朴 康 壽

金 鍾 烈

金 漢 沫

� 明 植

朴 泳 聖

李 愚 振

韓 憲 錫

崔 城 均

韓 � 允

劉 泰 銓

李 敬 載

（故）

３３６―Ａ地区

石 橋 忠 男

砂 川 健 治

桑 村 恒 夫

宮 内 政 三

田 岡 登

塩 田 正 久

高 橋 正 文

高 岡 祐 三

森 川 正 俊

中 澤 芳 信

久 米 一 郎

（故）

（故）

（退会）

（故）

（故）

（故）

（故）

（故）

年 度

１９８８～１９８９

１９８９～１９９０

１９９０～１９９１

１９９１～１９９２

１９９２～１９９３

１９９３～１９９４

１９９４～１９９５

１９９５～１９９６

１９９６～１９９７

１９９７～１９９８

１９９８～１９９９

�

l

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

日韓友好親善締結２０周年

３５４－Ｄ地区キャビネット事務局

３．締結後両地区の歴代ガバナー

１０



５
�
締
結
後
の
交
流
並
び
に
事
業

�
両
地
区
年
次
大
会
の
相
互
訪
問

毎
年
両
地
区
の
年
次
大
会
に
は
、
地
区
ガ

バ
ナ
ー
、
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
地
区
役
員

ク
ラ
ブ
会
員
各
夫
妻
が
相
互
訪
問
し
、
両

地
区
の
親
睦
は
大
い
に
深
ま
っ
て
い
る
。

	
両
国
間
の
Ｙ
Ｅ
事
業
が
友
好
親
善
締
結
に

よ
っ
て
初
め
て
開
か
れ
た
。

初
回
の
Ｙ
Ｅ
生
は
次
の
４
名
で
あ
る
。



金
炳
徳
総
裁
の
力
点
事
業
と
し
て
、「
児

童
交
通
安
全
教
育
院
」
の
設
立
。

金
炳
徳
総
裁
は
児
童
の
交
通
安
全
教
育
の

必
要
性
を
考
え
て
、
会
員
か
ら
募
金
し
て

２
０
０
２
年
４
月
２４
日
に
「
児
童
交
通
安

全
教
育
院
」
を
設
立
し
、
宮
内
浩
四
郎
、

金
炳
徳
、
両
ガ
バ
ナ
ー
の
植
樹
と
石
碑
を

上
記
「
教
育
院
」
の
敷
地
内
に
建
立
し
・

そ
れ
か
ら
以
降
の
両
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
植

樹
と
石
碑
が
、
そ
の
敷
地
内
に
建
立
さ
れ

る
様
に
な
っ
た
。

締結年月日

１９８９年７月１日

１９９０年６月２日

１９９２年４月２３日

１９９６年６月７日

２０００年５月２５日

２００６年３月２７日

３５４－Ｄ（旧３０９－Ｋ）地区内クラブ名

己未ライオンズクラブ

永東ライオンズクラブ

龍鳳ライオンズクラブ

開浦ライオンズクラブ

兄弟ライオンズクラブ

ソウル美星ライオンズクラブ

３３６－Ａ地区内クラブ名

直島ライオンズクラブ

高松東ライオンズクラブ

高松ライオンズクラブ

徳島マリンピアライオンズクラブ

阿南リバティライオンズクラブ

高知桜ライオンズクラブ

LC名

徳島眉山

徳島眉山

阿 南

徳島眉山

ホストファミリー

岡 元 大 三

岡 元 大 三

荒 瀬 孝 之

林 茂 之

学 校 名

外国語大３年

梨花女子大２年

景 園 工 専

祥明女大４年

LC名

第 一

大 林

永 東

永 東 LS

保護者名

朴 康 壽

權 柄 又

趙 成 大

李 文 子

性別

女

女

女

女

学 生 名

朴 知 英

權 伍 英

趙 明 煕

李 昭 娼

上記４名のYE学生が来日し、１９８９年７月２５日より２週間それぞれの家庭に滞在した。
１９９１年に徳島眉山 LCの３０周年記念事業として、同年２月２日から１０日間１０名のYE学
生を受け入れ、訪韓生も派遣した。

�友好親善締結後、両地区内の姉妹クラブ締結状況

児童交通安全教育院（全景）
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�
韓
国
点
字
図
書
館
に
点
字
用
パ
ソ
コ
ン
と

点
字
プ
リ
ン
タ
ー
寄
贈

岡
元
大
三
国
際
理
事
は
１
０
０
万
円
の
寄

付
金
を
募
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
と
３
０
９－

Ｋ

地
区
の
支
援
を
受
け
、
１
９
９
０
年
１０
月

１０
日
、
上
記
の
機
器
を
寄
贈
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
視
覚
障
害
者
が
、
多
く
の
図
書
に

接
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
っ
た
。

ソ
ウ
ル
市
長
も
、
日
韓
両
国
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
行
動
に
感
動
さ
れ
、
ソ
ウ
ル

市
内
の
一
等
地
の
ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
の
近

く
に
土
地
を
貸
与
さ
れ
、
現
在
立
派
な
点

字
図
書
館
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
点
字
図

書
館
の
理
事
長
は
、
友
好
親
善
締
結
を
さ

れ
た
朴
康
壽
元
総
裁
で
あ
り
、
館
長
の
陸

柄
一
さ
ん
は
視
覚
障
害
者
の
み
で
結
成
さ

れ
て
い
た
、
光
明
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

初
代
会
長
で
あ
っ
た
が
、
１
９
９
７
年
に

逝
去
さ
れ
、
現
在
は
夫
人
の
張
順
伊
さ
ん

が
館
長
を
努
め
て
い
る
。
１
９
９
９
年
１２

月
１０
日
に
点
字
図
書
館
設
立
３０
周
年
記
念

式
典
が
あ
り
、
岡
元
大
三
国
際
理
事
の
代

理
で
原
北
健
男
夫
妻
が
出
席
し
た
。



阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
３
５
４－

Ｄ
地
区

よ
り
義
援
金
を
戴
く
。

１
９
９
５
年
１
月
１７
日
の
阪
神
淡
路
大
震

災
に
対
し
、
１
月
２８
日
に
李
台
燮
国
際
理

事
と
李
時
�
３
０
９
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー

協
議
会
議
長
が
お
見
舞
い
に
来
日
さ
れ
、

徳
島
市
に
於
い
て
、
森
照
夫
３
３
５－

Ａ

地
区
ガ
バ
ナ
ー
に
５
万
ド
ル
（
持
込
最
高

限
度
額
）
の
義
援
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

�
友
好
親
善
締
結
２０
周
年
を
記
念
し
て
、
記

念
碑
並
び
に
記
念
植
樹

友
好
親
善
締
結
２０
周
年
を
記
念
し
て
、

３
３
６－

Ａ
地
区
の
地
区
年
次
大
会
に

「
東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館
」（
坂
出

市
）
の
敷
地
内
に
山
地
章
靖
、
羅
炳
綰
の

両
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
自
筆
に
よ
る
記
念
碑

日韓友好親善締結２０周年

▲李炳夏さんと原北健男夫妻

▲点字用コンピュータ

▲新築の点字図書館

▲

創
立
３０
周
年
記
念
式
典

原
北
健
男
の
祝
辞

▲

点
字
用
プ
リ
ン
タ
ー

１２



と
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
」
の
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
た
。
ご
来
賓
と
し
て
香
川
県
知
事
代
理

と
し
て
公
室
長

川
池
秀
文
様
、
東
山
魁

夷
せ
と
う
ち
美
術
館
館
長

東
山
敏
昭
様
、

香
川
県
議
会
議
員

尾
崎
道
広
様
、
有
福

哲
二
様
の
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
（
プ
ル
ナ
ス

セ
ラ
ソ
イ
デ

ス
）
は
地
球
環
境
に
優
し
い
木
で
、

�
大
気
中
の
窒
素
化
合
物
（
Ｎ
Ｏ
２
）
を

吸
収
同
化
し
、
そ
の
能
力
は
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
約
５
倍
で
環
境
浄
化
樹
木
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

�
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
も

他
の
樹
木
に
比
べ
て
多
く
吸
収
同
化
さ

れ
て
い
る
。

�
葉
は
香
り
が
良
く
、
桜
に
つ
き
も
の
の

虫
の
害
が
あ
ま
り
な
い
。

�
宮
地
健
三
、
金
庭
守

両
地
区
ガ
バ
ナ
ー

宮
地
ガ
バ
ナ
ー
が
就
任
直
後
の
８
月
、
韓

国
南
部
地
区
に
５
名
以
上
の
死
者
を
出
す

強
大
な
台
風
に
対
し
「
災
害
援
助
金
」
を

拠
出
し
、
他
地
区
に
も
援
助
を
呼
び
か
け

７
５
０
万
円
を
３
５
４－

Ｄ
地
区
に
送
り
、

又
受
け
取
ら
れ
た
金
庭
守
総
裁
の
適
切
な

る
処
置
に
よ
り
、
知
事
よ
り
感
謝
の
牌
が

贈
ら
れ
た
。

�
石
川
俊
夫
、
呉
仁
教

両
地
区
ガ
バ
ナ
ー

国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

し
た
両
地
区
の
優
秀
作
品
を
両
地
区
年
次

大
会
に
於
い
て
、
相
互
に
展
示
公
開
す
る
。

�
西
園
寺
純
一
、
�
鍾
佑

両
地
区
ガ
バ
ナ
ー

三
崎
半
島
の「
風
の
丘
パ
ー
ク
」に
「
３
５
４

－

Ｄ
地
区
と
の
交
流
の
森
」
を
作
り
３
５
４

－

Ｄ
地
区
よ
り
年
次
大
会
に
参
加
し
た
３４

名
の
植
樹
と
記
念
碑
を
建
立
。

�
三
谷
智
省
、
趙
南
吉

両
地
区
ガ
バ
ナ
ー

○
県
立
牧
野
植
物
園
に
韓
国
の
桃
の
花

「
紅
桃
花
」「
紅
碧
」「
三
色
垂
桃
」
の

三
種
類
１
２
０
本
を
植
樹
し
、
年
次
大

会
参
加
者
４１
名
と
相
互
訪
問
青
少
年
１５

名
の
記
念
碑
建
立
。

○
三
谷
智
省
、
趙
南
吉

両
ガ
バ
ナ
ー
の

植
樹
と
青
少
年
の
交
換
交
流

来
日
生

男
女
８
名

訪
韓
生

男
女
７
名

６
�
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ー
ラ
ー
ド
国
際
会
長

よ
り
表
彰

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
ー
ラ
ー
ド
国
際
会
長
が

日
本
を
公
式
訪
問
さ
れ
た
時
、
広
島
市
に

於
い
て
原
北
健
男
地
区
委
員
長
に
「
国
際

協
調
ト
ッ
プ
１０
」
賞
が
贈
ら
れ
た
。
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鯉
の
ぼ
り
は
、
夏
の
始
ま
り
。
そ
し
て
、

５
月
５
日
は
端
午
の
節
句
。
大
空
に
鯉
の
ぼ

り
を
泳
が
せ
菖
蒲
湯
に
入
り
、粽（
ち
ま
き
）

や
か
し
わ
餅
を
食
べ
る
。
そ
の
日
は
一
年
の

大
事
な
節
目
の
一
つ
で
す
。

立
夏
の
朝
、
愛
媛
及
び
徳
島
、
高
知
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
ら
３０
名
、
坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
を
起
点
と
す
る
私
た
ち
２９
名
の
香
川
メ
ン

バ
ー
ら
が
、
と
も
に
瀬
戸
大
橋
を
経
由
し
て

岡
山
空
港
へ
直
行
し
ま
し
た
。
空
港
で
は
、

３
３
６－

Ａ
地
区
の
メ
ン
バ
ー
ら
５９
名
が
一

堂
に
会
し
、
粛
と
し
て
結
団
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
山
地
章
靖
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
、
出

発
に
先
立
つ
訪
韓
の
趣
意
説
明
や
旅
路
の
無

事
を
祈
る
ご
挨
拶
が
あ
り
、
９
時
５０
分
発
Ｋ

Ｅ
７
４
８
便
の
大
韓
航
空
で
、
仁
川
国
際
空

港
に
向
け
岡
山
を
後
に
し
ま
し
た
。

地
上
一
万
フ
ィ
ー
ト
の
フ
ラ
イ
ト
は
１
時

間
３５
分
。
空
港
到
着
ロ
ビ
ー
で
は
、《
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
５
４－

Ｄ
地

区
》

羅
炳
綰
総
裁
ご
夫
妻
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
役
員
か
ら
、
日
韓
交
流
史
上
最
大

の
参
加
と
な
る
５９
名
全
員
に
、
花
束
が
贈
呈

さ
れ
る
な
ど
熱
烈
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
今

次
訪
韓
は
、
去
る
４
月
１２
日（
日
）に
坂
出
市

で
開
催
し
た

《
３
３
６－

Ａ
地

区
年
次
大
会
》
に
、

韓
国
か
ら
参
加
い

た
だ
い
た
答
礼
と

し
て
、
５
月
６
日

（
水
）午
後
２
時
か

ら
開
催
さ
れ
る

３
５
４－

Ｄ
地
区

の
年
次
大
会
に
友
誼
参
加
し
た
も
の
で
す
。

到
着
初
日
の
歓
迎
晩
餐
会
場
は
ソ
ウ
ル
市

の
マ
ポ
区
《
Ｍ
パ
レ
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
・
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
》。
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
煌
く
会
場
に

は
、
日
韓
の
国
旗
と
も
に
�
日
本
３
３
６－

Ａ
地
区
代
表
団
歓
迎
宴
�
と
大
書
さ
れ
た
横

断
幕
が
架
か
り
、
元
国
際
理
事
を
は
じ
め
と

す
る
大
勢
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
か
ら
温
か

い
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
翌
日
は
、

午
後
の
年
次
大
会
に
先
立
ち
、《
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
５
４－

Ｄ
地
区
》
で

ライオンズクラブ国際協会３５４－Ｄ地区

第第2277回回地地区区年年次次大大会会
に参加して

（大韓民国）

３３６－Ａ地区副幹事 事務局次長
河 崎 和 義

岡山空港にての結団式

熱烈な歓迎をうける（仁川国際空港）

１４

３５４－Ｄ地区年次大会



建
設
さ
れ
た
交
通
教
室
の
施
設
を
訪
問
、
教

育
用
案
内
標
識
な
ど
多
く
の
設
備
な
ど
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
山
地
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
訪
韓
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
ソ
ウ
ル
市

の
セ
ン
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ
６
階
ミ
ネ
ニ
ア
ム
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
《
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
協
会
３
５
４－

Ｄ
地
区

第
２７
回
地
区

年
次
大
会
》
に
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
会
場

は
、
出
迎
え
の
役
員
及
び
ス
タ
ッ
フ
、
そ
れ

に
参
加
待
ち
の
各
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
ら
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
、
さ
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
し
た
。
白
煙
ス
モ
ー
ク
や
テ
ー
プ
が
飛
び

交
う
中
、
次
期
総
裁
の
選
出
な
ど
の
議
事
が

進
め
ら
れ
、
年
次
大
会
は
大
盛
会
裏
に
終
了

し
ま
し
た
。
最
終
日
は
、「
太
王
四
神
記
」

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
「
九
里
・
高
句
麗
鍛
冶

屋
村
」
を
観
光
し
ま
し
た
。

２
泊
３
日
の
慌
た
だ
し
い
訪
韓
と
な
り
ま

し
た
が
、
韓
国
の
《
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
３
５
４－

Ｄ
地
区
第
２７
回
地
区
年
次

大
会
》
に
き
っ
ち
り
参
加
す
る
こ
と
で
、
一

つ
の
役
割
を
果
た
し
終
え
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
訪
問
地
は
外
国
で
も
、
最
短
距
離
の

隣
人
で
あ
り
ま
す
。
更
な
る
交
流
が
、
選
り

良
い
隣
人
関
係
を
維
持
向
上
さ
せ
る
も
の
と

確
信
し
ま
し
た
。

イベント会場かと見まちがうほどの
演出がこらされた大会会場

九里・高句麗鍛冶屋村にて

山地章靖ガバナーの名が刻まれた石碑

堂
々
と
入
場
�

山
地
章
靖
ガ
バ
ナ
ー
ご
夫
妻
以
下

三
三
六－

Ａ
地
区
よ
り
の
参
加
メ
ン
バ
ー

１５



1R

3R

リリーーダダーーシシッッププ（（指指導導力力育育成成））
研研究究会会 開開催催

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
２
月
２１
日（
土
）
１３
時
〜

・
開
催
場
所

国
際
ホ
テ
ル
松
山

本
館

第
２
回
ゾ
ー
ン
単
位

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
５
月
９
日（
土
）
１３
時
〜

・
開
催
場
所

国
際
ホ
テ
ル
松
山

本
館

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
備
え
る
べ
き
性
質

�
信
頼
さ
れ
る
こ
と

�
公
平
で
あ
る
こ
と

�
人
々
が
何
を
望
み
、
何
に
関
心
が
あ

る
か
を
把
握
し
て
い
る
こ
と

�
知
り
得
た
情
報
を
的
確
に
流
す
こ
と

�
明
る
い
見
通
し
を
持
っ
て
、
人
々
を

励
ま
す
こ
と

�
最
終
的
な
責
任
を
受
け
て
立
つ
こ
と

今
期
、
１
Ｒ
に
て
は
前
記
の
通
り
２
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
３
月
１
日（
日
）

１３
時
〜
１６
時

・
開
催
場
所

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー
（
愛
媛
県
喜
多
郡

内
子
町
内
子
３
４
２
７
番
地
）

﹇
所
見
又
は
成
果
」

多
く
の
受
講
者
の
方
々
よ
り
「
た
め
に
な

っ
た
」、「
楽
し
か
っ
た
」、「
よ
か
っ
た
」等
々

の
感
想
を
い
た
だ
き
ほ
っ
と
し
た
。

講
師
の
西
原
地
区
名
誉
顧
問
も
回
数
を
か
さ

ね
ら
れ
て
か
、
す
ば
ら
し
い
リ
ー
ド
を
さ
れ

た
と
思
う
。

初
め
て
の
取
り
組
み
で
苦
労
も
あ
っ
た
が

報
わ
れ
た
。

１Ｒ ＲＣ
続 木 隆 夫

３Ｒ ＲＣ
平 家 健次郎

４Ｒ ＲＣ
七 條 章

６Ｒ ＲＣ
武 田 智

７Ｒ ＲＣ
矢 野 利 平

リーダーシップ（指導力育成）研究会

1 R 3 R 4 R 6 R 7 R でそれぞれ開催されました。
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リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
３
月
２０
日（
金
）

１３
時
４０
分
〜

・
開
催
場
所

高
松
国
際
ホ
テ
ル

当
日
は
、
午
前
中
に
第
２
回
新
入
会
員
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
午
後
よ
り
西

原
元
ガ
バ
ナ
ー
を
講
師
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

研
究
会
が
行
わ
れ
た
。

参
加
対
象
は
、
入
会
５
年
の
会
員
を
対
象

に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
所
属
４
ゾ
ー
ン
か
ら

１３
名
の
メ
ン
バ
ー
と
、
会
員
委
員
長
、
地
区

役
員
・
委
員
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
経
費
と
参
加
者
の
時
間
の
節
約

の
た
め
、
一
日
で
２
つ
の
ス
ク
ー
ル
を
行
い
、

懇
親
会
は
省
略
し
た
。

参
加
者
は
、
会
長
、
幹
事
経
験
者
も
多
く
、

指
導
力
の
あ
る
方
々
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、

き
わ
め
て
内
容
の
濃
い
研
究
会
で
あ
っ
た
の

で
、
近
来
に
な
い
緊
張
を
と
も
な
っ
た
雰
囲

気
で
、
将
来
の
幹
部
候
補
生
の
大
方
の
好
評

を
得
た
も
の
と
確
信
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
４
Ｒ
で
は
最
初
の
指
導
力

育
成
研
究
会
が
同
じ
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
入
会
５
年
の
会
員
に
、
今
後
の
ク

ラ
ブ
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

会
議
や
ス
ピ
ー
チ
の
方
法
を
実
践
的
に
研
究

す
る
も
の
で
す
。

●
指
導
力
育
成
に
つ
い
て
、
講
義
と
実
務
や

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
詳
細
な
内
容
で
の
研

究
会
で
、
参
加
者
が
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
し

て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
３
月
２８
日（
土
）
１４
時
〜

・
開
催
場
所

高
知
商
工
会
館

元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問
の
宮

地
健
三
氏
に
よ
る
講
演
（
指
導
力
育
成
に
つ

い
て
）
の
後
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
指
導
力
育
成
）研
究
会

・
開
催
日
時

２
０
０
９
年
２
月
１４
日（
土
）

１４
時
３０
分
〜

・
開
催
場
所

高
知
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

・
講
師地

区
名
誉
顧
問

中
澤
芳
信

氏

�

村
上

薫

国
際
会
長
の
思
い
出

�

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
草
創
期

	

指
導
力
育
成
に
つ
い
て




指
導
力
と
は

ａ
目
標

ｂ
説
得

ｃ
調
和

ｄ
決
断

�

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も
の

�

会
員
の
質
に
つ
い
て

参加地区委員も会議のやり方について意見を求
められ、協議の上発表。

参加者は幹事など執行部経
験者も多く素晴らしいスピ
ーチを披露した。

軽妙な話術とリーダー
シップで、長時間の講
義もあっと言う間に終
了。

元地区ガバナーの西原講師によって４時間余り
の講義と実践を実施。

クラブの受講者は、自己紹
介と尊敬する人について３
分間スピーチ。

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
各
ク
ラ
ブ
参
加
者
で
討
議
。

１７



ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ
ＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤ
のののののののののののののの
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈

楽
し
い
ク
ラ
ブ
例
会
紹
介

９
Ｒ－

１
Ｚ
鳴
門
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

春
木
扶
佐
子

鳴
門
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
春
木
扶
佐
子

会
長
／
６０
人
）
は
昨
年
１２
月
２２
日
に
鳴
門
市

文
化
会
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
獲
得
資
金
は
昨
年
、
１０
月
１８
日
に
開

催
し
た
鳴
門
渦
ま
つ
り
会
場
で
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
事
業
で
す
。
こ
の
バ
ザ
ー
は
会

員
が
物
品
を
持
ち
寄
り
、「
薬
物
乱
用
防
止

推
進
運
動
」
と
同
時
に
「
収
益
金
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
購
入
し
て
鳴
門
市
内
の
施
設
に
寄
贈
し
よ

う
」
と
い
う
事
業
目
的
を
掲
げ
、
そ
の
主
旨

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
寄
贈
先
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て
は

昨
年
の
１
月
に
当
ク
ラ
ブ
結
成
４５
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
お
世
話
に
な

り
、
又
、
地
域
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

舞
台
芸
術
発
表
の
場
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
が
集
う
鳴
門
市
文
化
会
館
に
決
定
。
１２
月

５
日
に
寄
贈
先
で
あ
る
鳴
門
市
文
化
会
館
に

て
、
鳴
門
吉
田
市
長
、
文
化
会
館
館
長
は
じ

め
利
用
団
体
・
消
防
署
・
市
役
所
の
方
々
に

ご
出
席
い
た
だ
き
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
鳴
門
市
長
よ
り
感
謝
状
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
報
誌
な
ど
で
と
り
あ

げ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
設
置

さ
れ
た
こ
と
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
集
う
場
所
に
は

絶
対
必
要
で
あ
る
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
知
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
と
、
一
月
の
第
２
例
会
に

鳴
門
市
消
防
士
の
方
を
講
師
に
お
迎
え
し
て

『
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
』
を
開

催
。
講
師
の
方
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
メ
ン

バ
ー
自
ら
が
人
体
模
型
に
て
人
工
呼
吸
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
体
験
。
み
ん
な
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
み
、「
思
っ
た
以
上
に

緊
張
す

る
も
の
だ
」「
や
は
り
、
動
揺
し
ま
す
。
で

も
助
か
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
え
ば

お
の

ず
と
力
が
入
り
ま
す
」
と
。
心
肺
停
止
し
た

人
に
対
し
て
早
期
に
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
用
い
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
除
細
動
）
を
行

う
こ
と
が
救
命
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
慌
て
ず
安

全
確
実
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
消
防
署
の
講
習
会
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
も

講
習
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
「
も
し
、
自

分
が
誰
か
を
救
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
で
も
少
し
は
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ

う
な
気
が
す
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
小
さ
な
想
い
が
、
少
し
で
も
尊

い
命
を
助
け
る
お
手
伝
い
に
な
れ
ば
と
思
う

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
１
月
２５
日
の
日

経
新
聞
の
記
事
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
活
用

２
年
で

６
倍
！
１
ヶ
月
後
の
生
存
率
は
不
使
用
の
場

合
の
４
・
４
倍
。
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

１８
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体体体体体体体体体体体体体体
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実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施

楽
し
い
ク
ラ
ブ
例
会
紹
介

５
Ｒ－

２
Ｚ
観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事

石
川

正
伸

体
を
動
か
し
運
動
す
る
事
っ
て
大
変
で
す

ね
。仕

事
も
ク
ラ
ブ
活
動
も
少
し
大
変
だ
け
ど

そ
ん
な
事
ど
う
で
も
い
い
。

と
に
か
く
機
会
が
あ
れ
ば
出
来
る
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
毎
年
１
回
体
育
例
会
を
開
催
し
、

と
て
も
好
評
で
あ
り
ま
す
。

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
ヨ

ー
ガ
等
々
、
今
回
も
ご
夫
人
も
参
加
さ
れ
太

極
拳
。

呼
吸
法
や
年
齢
等
に
合
う
運
動
を
指
導
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
す
が
、
思
う
よ
う
に
体

が
つ
い
て
い
か
な
い
。
動
か
な
い
、
ま
わ
ら

な
い
、
痛
む
・
・
で
も
爽
快
な
気
分
、「
わ

い
わ
い
。
が
や
が
や
」
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来

ま
し
た
。

例
会
も
一
般
的
な
会
議
例
会
で
は
な
く
、

体
育
例
会
、
料
理
例
会
、
鑑
賞
例
会
、
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
等
い
ろ
ん
な
形
で
、

飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
て
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
く
参

加
す
る
為
に
、
計
画
委
員
会
が
、
ご
苦
労
し

て
企
画
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
の
方
々
例
会
出
席
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

で
も
自
分
な
り
に
�
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
�

男の料理教室

チェンバロ演奏

うどん打ち体験

ジャズギター演奏
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例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会

楽
し
い
ク
ラ
ブ
例
会
紹
介

１
Ｒ－

２
Ｚ
伊
予
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

計
画
・
出
席
委
員
長

伊
藤

秀
人

毎
年
Ｊ
Ｒ
四
国
が
行
っ
て
い
る
ビ
ー
ル
ト

ロ
ッ
コ
列
車
を
借
り
切
っ
て
納
涼
例
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
例
会
は
木
曜
日
で
本
来
出
発

予
定
は
な
い
の
で
す
が
、
人
数
を
集
め
れ
ば

走
ら
せ
て
貰
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
う

ど
我
が
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
に
合
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
実
現
し
た
こ
と
で
す
。

伊
予
市
駅
の
ホ
ー
ム
で
例
会
訪
問
歓
迎
ポ

ス
タ
ー
を
貼
っ
て
待
っ
て
い
る
と
、
や
が
て

続
木
１
Ｒ－

Ｒ
Ｃ
と
後
藤
２
Ｚ
Ｃ
の
２
人
だ

け
を
乗
せ
て
松
山
駅
発
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
が

入
っ
て
来
ま
し
た
。
到
着
す
る
と
客
車
か
ら

ト
ロ
ッ
コ
に
乗
り
換
え
、
我
々
も
乗
り
込
み

ま
す
。
乗
り
込
ん
だ
ら
ま
ず
弁
当
と
飲
み
放

題
の
マ
イ
ジ
ョ
ッ
キ
が
配
ら
れ
、
追
加
料
理

も
積
み
込
ん
で
準
備
万
端
、
発
車
オ
ー
ラ
イ
。

Ｚ
Ｃ
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
第
一
副
会
長
の

音
頭
に
よ
り
会
長
持
参
の
シ
ャ
ン
パ
ン
で
乾

杯
の
後
、
ビ
ー
ル
飲
み
放
題
の
始
ま
り
で
す
。

途
中
停
車
の
上
灘
駅
で
は
、
道
の
駅
ふ
た
み

特
製
ハ
ー
ト
型
じ
ゃ
こ
天
の
差
し
入
れ
も
あ

り
ま
し
た
。
風
を
受
け
童
心
に
帰
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
で
普
段
見
る
こ
と
の
な
い
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ま
た
立
ち
止
ま
っ
た
り
し

つ
つ
、
沈
み
行
く
夕
日
を
横
目
に
長
浜
駅
に

到
着
。

現
地
で
の
１
時
間
は
名
物
の
赤
い
開
閉
橋

ま
で
の
散
策
で
す
。
こ
の
橋
は
今
で
は
日
本

最
古
の
道
路
可
動
橋
と
い
う
こ
と
で
、
期
間

中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
開
閉
も
定
期
的

に
、
ま
た
団
体
の
要
請
が
あ
れ
ば
随
時
行
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
橋
の

袂
ま
で
た
ど
り
着
く
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
さ
ん
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
小
休
止
。
海

か
ら
の
風
も
心
地
よ
く
酔
い

を
少
し
醒
ま
せ
ま
す
。
橋
の

開
閉
が
始
ま
る
と
歓
声
も
上

が
り
ま
し
た
。

駅
に
帰
る
道
す
が
ら
、
し

ぐ
れ
な
ど
土
産
の
販
売
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
乗
り
遅
れ

な
い
よ
う
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

帰
り
は
ビ
ー
ル
会
社
の
様
々

な
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
ま
す
が
、
気
を
取

ら
れ
て
い
る
と
ビ
ー
ル

を
飲
む
の
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
難
儀
話

は
帰
り
の
料
理
で
、
刺

身
は
Ｊ
Ｒ
の
手
配
で
す

が
、
現
地
で
評
判
の
５０

人
分
の
焼
き
鳥
を
用
意
出
来
た
の
は
三
顧
の

礼
作
戦
成
功
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

や
が
て
伊
予
市
駅
に
到
着
し
、
ト
ロ
ッ
コ
か

ら
ま
た
客
車
に
乗
り
換
え
終
点
の
松
山
駅
へ

と
出
発
し
ま
し
た
。

例
会
が
楽
し
け
れ
ば
出
席
率
も
良
く
な
る

で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味
か
ら
か
、
昨
年
度
よ

り
我
が
ク
ラ
ブ
は
計
画
・
出
席
委
員
会
と
、

二
つ
の
委
員
会
を
合
併
し
ま
し
た
。
何
か
面

白
い
こ
と
な
い
か
な
と
思
案
し
て
い
る
計
画

委
員
長
さ
ん
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
ん

な
プ
ラ
ン
参
考
に
な
り
ま
す
か
ど
う
か
。

２０

楽しいクラブ例会紹介



合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同
例例例例例例例例例例例例例例
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの
開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催

楽
し
い
ク
ラ
ブ
例
会
紹
介

７
Ｒ－

２
Ｚ
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長

高
橋

吉
久

今
期
、山
地
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針
と
し
て「
会

員
増
強
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
、
高
知

黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
方
針
に

従
い
、
会
長
と
清
水
幹
事
と
一
身
胴
体
で
取

り
組
み
、
い
か
に
会
員
増
強
す
る
か
、
退
会

を
防
ぐ
か
を
、
ク
ラ
ブ
の
今
期
最
重
点
項
目

と
し
て
掲
げ
、
理
事
会
で
も
再
三
協
議
し
ま

し
た
。
例
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
ま
ず
「
楽

し
い
例
会
」
を
開
催
し
、
出
席
率
向
上
を
図

る
こ
と
を
第
一
に
、
計
画
委
員
会
で
検
討
し

た
結
果
、
各
界
著
名
人
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
要
請
、
ま
た
例
年
開
催
の
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク

ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
の
回
数
を
増
や
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
以
前
は
高
知
よ
さ
こ
い
Ｌ
Ｃ

だ
け
と
の
合
同
例
会
で
し
た
が
、
今
期
は
、

観
月
例
会
を
９
月
に
高
知
よ
さ
こ
い
Ｌ
Ｃ
と
、

新
年
例
会
を
高
知
桂
Ｌ
Ｃ
と
、
更
に
４
月
に

は
お
花
見
例
会
を
南
国
Ｌ
Ｃ
高
知
中
央
Ｌ
Ｃ

と
の
合
同
例
会
を
各
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
、

会
長
、
幹
事
、
計
画
委
員
会
と
協
議
し
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

高
知
よ
さ
こ
い
Ｌ
Ｃ
と
の
観
月
例
会
で
は
、

当
ク
ラ
ブ
員
の
経
営
す
る
、
料
亭
で
開
催
し

合
同
例
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
長
、
幹
事

や
会
員
が
、
高
知
よ
さ
こ
い
Ｌ
Ｃ
の
踊
り
の

師
匠
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
芸
者
の
衣

装
を
纏
い
、
芸
者
さ
ん
と
ス
テ
ー
ジ
で
「
よ

さ
こ
い
節
」
を
踊
っ
た
り
、
ま
た
数
々
の
余

興
で
双
方
の
会
員
が
一
体
と
な
り
、
月
を
肴

に
秋
の
夜
長
を
満
喫
し
ま
し
た
。

高
知
桂
Ｌ
Ｃ
と
の
新
年
例
会
で
は
、
当
ク

ラ
ブ
斉
原
計
画
委
員
長
の
た
っ
て
の
、
要
望

で
プ
ロ
の
ベ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
を
招
き
「
ベ
リ

ー
ダ
ン
ス
大
会
」
を
開
催
、
会
員
手
作
り
の

衣
装
を
纏
い
会
長
、
幹
事
や
会
員
が
競
演
し

大
好
評
で
し
た
。
４
月
に
は
、
お
花
見
例
会

を
南
国
Ｌ
Ｃ
高
知
中
央
Ｌ
Ｃ
と
合
同
で
開
催
、

当
ク
ラ
ブ
選
出
の
矢
野
７
Ｒ－

Ｒ
Ｃ
、
高
知

中
央
Ｌ
Ｃ
選
出
山
下
７
Ｒ－

Ｚ
Ｃ
、
当
ク
ラ

ブ
選
出
藤
本
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大

会
参
加
委
員
も
参
加
い
た
だ
き
、
前
回
に
続

き
、「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
大
会
」「
手
品
大
会
」

「
会
員
対
抗
コ
ー
ラ
ス
大
会
」
等
を
開
催
、

最
後
に
プ
ロ
バ
ン
ド
の
生
演
奏
で
「
ま
た
会

う
日
ま
で
」
を
、
全
員
で
コ
ー
ラ
ス
し
て
再

開
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

ブ
ラ
ザ
ー
４
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
を
開

催
し
た
結
果
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
、
幹
事
や
役

員
も
会
員
増
強
、
ク
ラ
ブ
運
営
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
等
に
対
し
て
共
に
同
士
と
し
て
の
意

思
の
疎
通
も
図
ら
れ
、
相
互
に
研
究
、
相
談

す
る
場
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
会
員
と
し
て

は
他
ク
ラ
ブ
と
の
知
己
を
得
、
会
員
相
互
の

交
流
も
図
ら
れ
、
ク
ラ
ブ
の
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
釣
り
等
の
趣
味
の
同
好
会
に
積
極

的
に
参
加
す
る
事
に
よ
り
、
各
ク
ラ
ブ
共
通

の
悩
み
で
あ
る
出
席
率
向
上
に
も
つ
な
が
り
、

又
会
員
と
し
て
の
誇
り
と
、
各
自
の
存
在
価

値
を
高
め
新
会
員
の
開
拓
、
ド
ロ
ッ
プ
防
止

等
の
相
乗
効
果
も

お
お
い
に
、
期
待

で
き
る
と
思
い
ま

す
。
合
同
例
会
に

つ
い
て
は
、
各
ク

ラ
ブ
か
ら
今
後
も

開
催
し
て
い
き
た

い
と
言
う
意
見
も

多
数
い
た
だ
き
、

十
分
成
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

２１



イ
、
年
間
全
国
で
６
０
０
０
人
発
病
、
移
植
の
必
要
な
方
は
２
０
０
０
人
程
度

ロ
、
条
件
Ｈ
Ｌ
Ａ
（
白
血
球
の
数
）
が
合
う
人
、
年
齢
１８
歳
〜
５４
歳
の
健
康
な
方
、
体

重
が
男
４５
�

女
４０
�
以
上
の
方

ハ
、
入
院
（
ド
ナ
ー
）
４
泊
５
日

手
術
は
２
時
間

ニ
、
申
込
は
各
県
で
若
干
の
相
違
が
あ
り
ま
す
が
、
高
知
県
で
は
、
献
血
ル
ー
ム
�
や

ま
も
も
�
で
連
日
可
能

そ
の
他
３
ケ
所
の
保
健
所
で
予
約
制
で
す
。

ホ
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
が
一
致
す
る
確
率
は
兄
弟
・
姉
妹
で
は
２５
％
、
非
血
縁
者
で
は
数
百
〜
数

万
分
の
１

ヘ
、
２
０
０
９
年
２
月
の
時
点
で
、
ド
ナ
ー
登
録
者
数
３
３
３
、３
６
９
人

非
血
縁

者
間
骨
髄
移
植

１
０
、２
５
３
人
で
す
。

（
参
考
資
料
）

６
Ｒ
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員

楠
瀬

武
司

７
Ｒ
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員

菅

眞
一

高高高高高高高高高高高高高高
知知知知知知知知知知知知知知
県県県県県県県県県県県県県県
にににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおお
けけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるる
骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨
髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄
ババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククク
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員
会

四
献
運
動
（
献
血
・
献
眼
・
献
腎
・
骨
髄

移
植
）
が
ど
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
今

期
、
第
５５
回
地
区
年
次
大
会
、
代
議
員
第
三

分
科
会
で
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

Ｌ
依
光
聖
一
が
発
表
し
た
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ

き
、
こ
の
地
区
誌
を
通
じ
て
高
知
県
内
ク
ラ

ブ
で
の
取
り
組
み
に
つ
き
再
度
投
稿
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
平
成
４
年
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
の

支
援
を
目
的
と
し
て
高
知
県
骨
髄
バ
ン
ク
推

進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
県
下
全
ク

ラ
ブ
員
よ
り
の
寄
付
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
骨

髄
移
植
推
進
財
団
、
高
知
県
、
高
知
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
、
関
係
団
体
と
連
携
の
も

と
に
活
動
し
、
具
体
的
な
事
業
と

し
て
は
�
県
民
に
理
解
を
求
め
る

た
め
の
骨
髄
移
植
講
演
会
の
開
催
、

�
ド
ナ
ー
登
録
を
推
進
す
る
た
め

の
「
ド
ナ
ー
登
録
会
」
の
開
催
、

�
骨
髄
提
供
に
係
る
欠
勤
に
対
し

て
の
企
業
体
へ
の
「
ド
ナ
ー
休

暇
」
制
度
の
導
入
要
請
、
�
会
報

の
発
行
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
�

は
県
下
全
ク
ラ
ブ
と
の
共
催
の
も

と
に
、
毎
年
一
回
県
下
各
地
で
開
催
し
て
い

る
が
、
骨
髄
提
供
者
と
、
移
植
経
験
者
の
協

力
の
も
と
に
体
験
発
表
が
行
わ
れ
る
。
第
１６

回
講
演
会
（
平
成
２１
年
２
月
２２
日
、
高
知
市

開
催
）
は
約
５
０
０
名
（
キ
ャ
ビ
ネ
ツ
ト
よ

り
の
参
加
を
含
む
ク
ラ
ブ
員
８２
名
の
ほ
か
、

医
学
部
、
看
護
学
校
、
臨
床
検
査
技
師
学
生
、

一
般
、
医
師
会
、
報
道
関
係
）
の
参
加
が
あ

り
、ま
た
講
演
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た「
ド

ナ
ー
登
録
会
」
で
は
８
名
の
登
録
が
あ
っ
た
。

�
は
骨
髄
提
供
に
は
４
泊
５
日
の
入
院
を
含

め
平
均
の
１０
日
前
後
が
必
要
で
、
公
務
員
に

は
有
給
休
暇
と
同
じ
扱
い
と
な
る
「
ド
ナ
ー

休
暇
」
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
民
間

の
事
業
所
で
は
極
め
て
少
な
い
。
厳
し
い
社

会
情
勢
の
中
で
の
導
入
は
容
易
で
は
な
い
が
、

崇
高
な
奉
仕
の
精
神
を
も
た
れ
た
ド
ナ
ー
さ

ん
に
対
し
て
職
場
環
境
を
整
備
し
、
支
援
す

る
こ
と
も
、
社
会
が
果
た
し
て
ゆ
く
べ
き
課

題
の
ひ
と
つ
と
言
え
よ
う
。
高
知
黒
潮
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
平
成
２０
年
１０
月
の
例
会

で
本
制
度
の
推
進
が
決
議
さ
れ
、
２４
名
よ
り

の
休
暇
付
与
宣
言
書
の
署
名
を
頂
い
た
が
、

今
後
よ
り
多
く
の
事
業
所
で
導
入
さ
れ
る
べ

く
地
道
な
活
動
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

環境保全・保健福祉委員会
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８
Ｒ
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員

阿
部

成
幸

９
Ｒ
環
境
保
全
・
保
健
福
祉
委
員

松
本

英
昭

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
の
諺
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
一
年
間
が
本
当
に
早
く
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
気
が
い
た
し
ま
す
。
ガ
バ
ナ
ー
の
方
針

に
も
と
ず
き
岡
崎
委
員
長
の
ご
指
導
に
よ
り
、

環
境
保
全
部
門
で
は
「
自
然
環
境
破
壊
と
地

球
温
暖
化
問
題
」
と
い
う
非
常
に
大
き
な
テ

ー
マ
に
向
か
っ
て
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
出

来
る
身
近
な
も
の
か
ら
取
り
組
ん
で
効
果
を

上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
効
果
の
高
い
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜
」
の
植
樹

に
重
点
を
置
き
８
Ｒ
、
９
Ｒ
合
同
で
ク
ラ
ブ

会
員
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
い
さ
さ

か
で
も
こ
の
問
題
に
貢
献
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
保
健
福
祉
部
門
で
は
「
全
国
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
献
血
推
進
会
議
」
に
出
席
し
、

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
血
液

を
確
保
す
る
た
め
に
御
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
献
血
活
動
の
重
要
性
を
深
く
痛
感
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
８

Ｒ
、
９
Ｒ
の
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て

大
い
に
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

大
事
な
奉
仕
活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
山
地
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
岡
崎

委
員
長
の
ご
指
導
と
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
無
事
こ
の
大
役

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境
保保保保保保保保保保保保保保
全全全全全全全全全全全全全全
・・・・・・・・・・・・・・
保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険
福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大
役役役役役役役役役役役役役役
をををををををををををををを
無無無無無無無無無無無無無無
事事事事事事事事事事事事事事
終終終終終終終終終終終終終終
ええええええええええええええ
てててててててててててててて
！！！！！！！！！！！！！！

早
春
の
３
月
１
日
は
快
晴
、
し
か
し
風
の
強
い
日
で
し
た
。
そ
の
日

に
す
だ
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
結
成
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
山
地
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
坂
出
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の

方
々
、
ま
た
飯
泉
徳
島
県
知
事
と
、
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
す
る
こ
と

が
で
き
、
盛
大
に
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
だ
ち
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
周
年
事
業
で
会
員
一
同
、
緊

張
と
試
行
の
連
続
で
し
た
。
井
上
大
会
委
員
長
の
指
揮
の
も
と
、
企
画

と
運
営
に
ど
の
よ
う
に
「
す
だ
ち
ク
ラ
ブ
」
の
色
を
織
り
込
む
か
、
こ

こ
を
議
論
し
た
１
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

周
年
記
念
事
業
も
野
球
と
映
画
、「
動
」
と
「
静
」
を
対
比
さ
せ
た

２
つ
の
青
少
年
育
成
事
業
を
展
開
し
、
初
代
・
松
田
会
長
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
奉
仕
活
動
が
結
晶
い
た
し
ま
し
た
。

式
典
は
華
美
に
お
ぼ
れ
ず
、
質
素
に
、
し
か
し
十
分
な
「
お
も
て
な

し
」
に
は
気
配
り
い
た
し
ま
し
た
。
で
も
、
式
典
は
緊
張
が
続
き
ま
す
。

出
席
者
の
全
員
が
先
輩
ラ
イ
オ
ン
で
す
。
こ
こ
は
式
典
の
稚
拙
さ
に
は

覚
悟
を
き
め
、
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
の
大
枠
を
踏
み
出
る
こ
と
さ
え
な
け
れ

ば
ご
寛
恕
い
た
だ
こ
う
、
そ
ん
な
体
当
た
り
で
臨
ん
だ
式
典
で
も
あ
り

ま
し
た
。

結
成
５
年
・
・
・
・
組
織

は
ま
だ
荒
削
り
の
未
熟
さ
が

残
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
先

輩
ク
ラ
ブ
の
指
導
を
頂
き
な

が
ら
形
を
整
え
て
ゆ
く
つ
も

り
で
す
。
今
回
見
て
頂
い
た

の
は
す
だ
ち
の
白
い
花
で
す
、

次
の
周
年
大
会
に
は
濃
い
緑

色
に
実
っ
た
す
だ
ち
を
見
て

い
た
だ
け
る
よ
う
精
励
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
ご
指
導
下
さ
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

環境保全・保健福祉委員会／周年レポート

会 長 生田 素久
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徳島すだちライオンズクラブ（８Ｒ－１Ｚ）

蜂須賀桜植樹及び贈呈式（徳島市総合運動植物公園）

ヒマラヤ桜植樹
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２
０
０
９
年
３
月
１５
日
早
春
の
日
曜

日
の
朝
、
我
が
高
松
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
異
常
な
緊

張
と
興
奮
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
記
念
式
典
が
う
ま

く
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
人
も
物
も
予
定

ど
う
り
に
動
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、

最
後
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
な
が
ら
も
不

安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

会
場
の
高
松
国
際
ホ
テ
ル
に
は
、
午

前
１０
時
す
ぎ
か
ら
ご
案
内
し
た
来
賓
や

出
席
予
定
者
が
ぞ
く
ぞ
く
と
や
っ
て
来

ま
し
た
。
受
付
を
済
ま
せ
笑
顔
を
見
せ

な
が
ら
式
典
会
場
へ
と
向
か
い
ま
す
。

午
前
１１
時
、
我
が
ク
ラ
ブ
会
長
多
田
邦
弘
の
開
会
宣
言
並
び
に
開
会

ゴ
ン
グ
で
幕
は
開
き
ま
し
た
。
我
が
ク
ラ
ブ
幹
事
泉
川
豊
宏
と
ラ
イ
オ

ン
宮
脇
靖
子
の
息
の
合
っ
た
名
司
会
で
、
式
典
は
厳
粛
に
し
て
和
や
か

な
ム
ー
ド
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
勢
１
１
０
名
の
参
加
者
の
も
と
、
国
歌
な
ら
び
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ヒ

ム
の
斉
唱
が
あ
り
大
会
気
分
も
盛
り
上
が
り
、
ご
来
賓
や
地
区
役
員
の

紹
介
に
続
い
て
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
紹
介
が
あ

り
会
場
は
熱
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
発
表
と
目
録
の
贈
呈
に
対
し
て
は
、「
菅
沢
地
区
町
お

こ
し
委
員
長
」
の
久
保
正
利
様
が
「
当
地
に
古
く
か
ら
あ
る
四
国
霊
場

８８
ケ
所
の
整
備
が
、
高
松
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
の
全
面
的

な
援
助
で
参
道
の
補
修
だ
け
で
な
く
、
立
派
な
石
碑
ま
で
建
立
し
て
い

た
だ
き
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
未
来
永
劫
大
切
に
守
っ
て
い
き

ま
す
」
と
万
感
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
高
松
市
長
大
西
秀
人
様
、
３
３
６－
Ａ
地
区
ガ
バ

ナ
ー
山
地
章
靖
様
、
３
３
６－

Ａ
地
区
常
任
名
誉
顧
問
石
川
俊
夫
様
等

か
ら
心
の
こ
も
っ
た
祝
辞
が
続
き
ま
し
た
。
最
後
に
多
田
会
長
の
閉
会

ゴ
ン
グ
で
見
事
に
予
定
時
間
ど
う
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
の
祝
賀
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
温
か
く
素
朴
な
音
色
と
土
の
香
り

の
す
る
「
オ
カ
リ
ナ
」
の
演
奏
に
導
か
れ
て
、
終
始
お
だ
や
か
に
な
ご

や
か
に
進
行
し
友
情
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
共
高
松
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
一
同
は
、
こ
の
５
周
年
記

念
式
典
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
自
信
と
勇
気
を
得
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
更
な
る
飛
躍
を
期
す
と
共
に
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
マ
ン
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
少
し
で
も
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、記
念
式
典
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

藍
住
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は

鳴
門
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス

ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
１
９
６
９
年

（
昭
和
４４
年
）
６
月
１７
日
に
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
５
年
と

１０
年
毎
に
記
念
の
大
会
及
び
事

業
を
催
行
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
４０
周
年
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
、
去
る
０９’
年
３
月
２２

日（
日
）地
元
の
み
ち
よ
亭
に
お

い
て
記
念
大
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

当
ク
ラ
ブ
で
は
記
念
大
会
に

先
立
つ
こ
と
９
カ
月
前
、
即
ち

０８’
年
７
月
に
「
大
会
準
備
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
準

備
委
員
会
は
三
役
及
び
大
会
・

式
典
・
祝
宴
・
事
業
・
記
念
誌

・
ゴ
ル
フ
の
６
委
員
を
も
っ
て

毎
月
１
回
大
会
の
基
本
的
事
項

を
審
議
し
順
次
例
会
に
諮
っ
て
決
定
し
ま
し
た
。

０８’
年
１２
月
に
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全
員
で
構
成
す
る
「
大
会
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
、
準
備
委
員
会
の
６
委
員
を
委
員
長
と
し
て
大
会
運
営
に

伴
う
諸
課
題
を
討
議
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
朝
か
ら
全
会
員
を
招
集
し
役
割
分
担
表
に
従
っ
て
準
備

し
大
会
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
は
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
、
石
川
智
能
町
長
を
始
め
と
す
る
来

賓
の
出
席
を
仰
ぎ
、
招
待
者
と
し
て
山
地
章
靖
ガ
バ
ナ
ー
等
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
三
役
、
地
区
名
誉
顧
問
、
地
区
役
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
８
Ｒ

９
Ｒ
の
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
挙
行
致
し
ま
し
た
。

祝
宴
は
祝
舞
に
続
い
て
多
種
多
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
に
ぎ
や
か

に
進
行
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ベ
リ
ー
（
腹
）
ダ
ン
ス
即
ち
妙
齢
の

女
性
の
ヘ
ソ
踊
り
は
出
席
者
の
目
を
丸
く
さ
せ
ま
し
た
。

４０
周
年
記
念
事
業
は
準
備
委
員
会
に
お
い
て
諸
案
が
浮
沈
す
る
な
か

町
と
協
議
し
た
と
こ
ろ
石
川
町
長
の
ご
提
示
に
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園

整
備
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園
は
町
施
設
の
一
画
に

造
成
さ
れ
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
本
大
会
に
ご
出
席
、
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
各
位
に
心
よ
り
感

謝
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大会を終えて記念写真・藍住ＬＣ会員と出席者

周年レポート

式典風景

総務委員長 久保征四郎

大会事業委員長 橋本 嘉胤
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高松グリーンライオンズクラブ（４Ｒ－３Ｚ）

藍住ライオンズクラブ（９Ｒ－１Ｚ）
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１
９
８
９
年
２
月
１８
日
に
結
成
し
て
、
１０

年
の
節
目
ま
で
は
会
員
増
強
、
奉
仕
活
動
、

特
に
青
少
年
健
全
育
成
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
青

少
年
健
全
育
成
の
中
心
で
あ
る
【
第
１８
回
新

居
浜
別
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
中
学

生
サ
ッ
カ
ー
大
会
】
を
８
月
９
日
、
１０
日
の

２
日
間
３
会
場
（
国
領
川
河
川
敷
３
面
、
高

専
２
面
そ
し
て
芝
生
の
あ
る
グ
リ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
２
面
）
に
て
、
関
西
地
区
、
四
国
各
県
、
松
山
市
、
新
居
浜
市
内

か
ら
の
２４
チ
ー
ム
に
よ
る
新
人
戦
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
何
と

「
Ｊ
リ
ー
グ
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
今
後

も
継
続
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。（
参
加
チ
ー
ム
全
員
の
名
簿
掲

載
の
小
冊
子
を
作
成
し
参
加
者
全
員
に
、
そ

し
て
優
勝
、
準
優
勝
チ
ー
ム
全
員
へ
は
金
、

銀
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
の
で
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
家
族
に
も
好
評
で
す
�
）

数
年
前
か
ら
遠
く
は
近
江
八
幡
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
近
く
は
今
治
く
る
し
ま
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
関
係
等
々
新
ら
た
な

取
り
組
み
も
生
ま
れ
楽
し
く
行
き
来
し
て
勉

強
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

２０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
１０
名
の
チ

ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
を
含
め
た
総
勢
３８
名
の
会
員
全
員
が
、
会
長
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
何
事
も
前
向
き
に

ま
ず
一
歩
」
の
も
と
、【
ク
ラ
ブ
活
性

化
】
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
活
性
化
委
員
会
を
設
立
し
高
橋
委
員
長
に
よ

る
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
法
、
Ｋ
Ｊ
法
を
例
会
時
�
Ｔ
ｅ
ａ
＆
Ｔ
ａ

ｌ
ｋ
�
タ
イ
ム
を
設
け
て
何
度
も
実
践
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に

よ
り
一
層
の
ク
ラ
ブ
活
性
化
が
図
れ
た
と
思
い
ま
す
。

２０
周
年
記
念
大
会
の
事
業
・

式
典
・
祝
宴
で
は
わ
が
ク
ラ
ブ

の
心
意
気
を
出
席
者
の
皆
様
に

感
じ
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
式
典
、祝
宴（
懇
親
会
）

を
共
に
慶
び
、
今
後
の
ク
ラ
ブ

の
団
結
と
地
域
に
根
ざ
し
た
奉

仕
活
動
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お

誓
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
０
９
年
４
月
５
日
（
日
）
ホ
テ
ル
日
航
高
知
旭
ロ
イ
ヤ
ル
に
て
、

３
０
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
祝
宴
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

山
地
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
皆
様
、

ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

当
ク
ラ
ブ
は
、
１
９
７
８
年
１２
月
、
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
結
成
、
以
来
「W

e
serve

」
の
モ
ッ
ト
ー
を
大

切
に
地
道
に
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
３０
周
年
記
念
事
業
の
主
な
も
の
を
挙
げ
ま
す
と
、「
子
供
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
・
高
知
リ
ト
ル
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー
記
念
公
演

Shape
of
a
dream

s

の
主
催
」「
高
知
市
鏡
地
区
雪
光
山
の
市
民
の
森

に
桜
の
苗
を
１
２
０
本
植
樹
」「
鏡
川
上
流
に
、
市
民
の
森
の
利
用
促

進
の
た
め
の
標
語
入
り
野
立
看
板
を
設
置
」「
地
域
花
い
っ
ぱ
い

８
０
３
０
事
業
」
な
ど
で
す
。
特
に
「
地
域
花
い
っ
ぱ
い
８
０
３
０
事

業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
知
市
内
の
６
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
高

知
黒
潮
Ｌ
Ｃ
・
高
知
桂
Ｌ
Ｃ
・
高
知
桜
Ｌ
Ｃ
・
高
知
よ
さ
こ
い
Ｌ
Ｃ
・

高
知
と
さ
み
ず
き
Ｌ
Ｃ
・
高
知
鏡
川
Ｌ
Ｃ
）
と
高
知
県
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
が
協
働
し
て
実
施
、
高
知
市
内
の
２５
の
小
学
校
に
パ
ン
ジ
ー

の
花
の
苗
を
５
、３
８
０
ポ
ッ
ト
贈
呈
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
誌
２
月

号
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

祝
宴
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、佐
喜
浜
子
ど
も
俄（
高
知
県
室
戸
市
）

を
ご
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り

の
面
白
さ
に
会
場
内
が
何
度
も
爆

笑
の
渦
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
未

見
の
方
は
ぜ
ひ
一
度
ど
う
ぞ
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
未
曾

有
の
不
況
の
嵐
の
真
っ
只
中
で
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
仲
間
と
心

を
一
つ
に
し
て
、
３０
周
年
を
活
動

の
原
点
を
見
直
す
機
会
と
と
ら
え
、

今
後
も
奉
仕
活
動
に
務
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会 長 吉澤 唯男

大会委員長 岡林 啓仁

成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年））））））））））））））））））））））をををををををををををををををををををををを迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ええええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててて
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新居浜別子ライオンズクラブ（２Ｒ－１Ｚ）

高知鏡川ライオンズクラブ（７Ｒ－１Ｚ）
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２
０
０
９
年
４
月
２６
日
、

佐
川
越
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
結
成
４０
周
年
記
念
式
典

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
、
地
区
ガ

バ
ナ
ー
は
じ
め
地
区
役
員
の

方
々
並
び
に
遠
く
は
北
海
道

常
呂
町
、
岡
山
県
倉
敷
市
か

ら
の
参
加
も
含
め
、
た
く
さ

ん
の
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
深
く
感
謝
し
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
１０
年
い
ろ
い
ろ
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
難
局
を
乗
り
越

え
て
４０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
私
ど
も
会
員
自
身
が
喜
び
会
い
、

そ
し
て
ブ
ラ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
の
友
好
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
場

と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
子
供
を
守
る
意
識
高
揚
時
計
付
広
告
塔

を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
で
は
、
毎
日
子
供
た
ち
の
下
校
時
に
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、

「
子
供
を
守
る
の
は
地
域
の
目
で
す
。
通
学
路
に
愛
の
目
を
向
け
ま
し

ょ
う
」
と
い
う
放
送
を
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
耳
か
ら
だ
け
で
な
く
目

か
ら
も
町
民
に
訴
え
よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
１０
月
に
発
足
し
た
「
佐
川
町
さ
く
ら
児
童
合
唱
教
室
」

が
、
歌
唱
力
・
合
唱
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
情
操
・
優
し
さ
・

協
調
性
・
お
互
い
を
思
い
や
り
仲
間
の
絆
を
深
め
る
と
い
う
合
唱
団
の

結
成
を
目
指
し
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
私
ど
も
の
ク
ラ
ブ
と
し
て

も
文
教
の
町
佐
川
に
ふ
さ
わ
し
い
少
年
少
女
合
唱
団
の
誕
生
を
願
い
育

成
支
援
と
い
う
形
で
お
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
式
典
の
前

に
は
、
皆
さ
ん
に
そ
の
成
果
の
発
表
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
佐
川
町
の
歴
史
あ
る
古
い
町
並
み
・
文
化
財
を
守
り
広

く
紹
介
活
動
を
し
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
川
く
ろ
が
ね
の
会
へ
の
助

成
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
記
念
事
業
が
達
成
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。三

十
四
の
参
加
ク
ラ
ブ
の
た
く
さ
ん
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
ご
報
告
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日

時

２
０
０
９
年
５
月
１７
日（
日
）
１４
時
〜

場

所

国
際
ホ
テ
ル
松
山

私
た
ち
松
山
湯
築
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
２
０
０
５
年
３
月
５
日
、

松
山
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
全
日
本
で

３
５
８
７
番
目
、
複
合
地
区
内
で
４
９
６
番
目
、
地
区
内
で
１
５
８
番

目
、
愛
媛
県
内
で
５４
番
目
、
１
Ｒ
内
で
１９
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
誕
生

し
、
結
成
５
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
会
員
の
平
均
年
齢
が
若
く
女
性
会
員
は
９
名

在
籍
し
て
お
り
、
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
司
会
は
当
ク
ラ
ブ
会
員

で
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
手
づ
く
り
の
式
典
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

継
続
事
業
報
告
と
し
て
、
湯
築
城
跡
道
後
公
園
の
毎
月
２
回
の
清
掃

活
動
、
石
鎚
山
登
山
清
掃
、
外
国
人
に
よ
る
「
日
本
語
弁
論
大
会
」、

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
愛
媛
へ
の
支
援
並
び
に
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
の
開
催
、
献
血
奉
仕
活
動
な
ど
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
活

動
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｎ
５
周
年
記
念
事
業
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
井
戸
堀
支
援
、
地
雷
撤
去

支
援
、
道
後
公
園
文
化
ま
つ
り
（
道
後
公
園
地
域
市
民
大
清
掃
、
お
茶

会
・
観
月
祭
、
子
規
さ
ん
映
画
祭
２
０
０
８
、
親
子
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
）、

松
山
市
障
害
者
共
同
作
業
所
へ
支
援
、
愛
媛
県
へ
ベ
ン
チ
贈
呈
等
、
有

意
義
な
事
業
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
愛
媛
県
知
事
、
松
山
市
長
様
は
じ
め
、
お
忙
し
い
中
、
遠

路
よ
り
今
期
最
後
の
ク
ラ
ブ
式
典
に

山
地
章
靖
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
石
井
淑

雄
幹
事
、
森
崎
敏
彦
会
計
、
副
幹
事

の
皆
様
、
そ
し
て
１
Ｒ
地
区
役
員
・

委
員
、
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ

ザ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
我
々
ク
ラ
ブ
の
持

ち
味
で
あ
る
、
新
し
い
感
性
、
魅
力

あ
る
事
業
活
動
、
す
ば
や
い
審
議
、

楽
し
く
活
気
の
あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を

心
に
刻
み
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

周年レポート

記念事業の一つとして、育成支援している佐
川町さくら児童合唱教室の式展前の発表会の
一コマです。この度、合唱団に昇格しました。

大会委員長 西山 陽典

会 長 中村 英治
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佐川越知ライオンズクラブ（６Ｒ－２Ｚ）

松山湯築ライオンズクラブ（１Ｒ－２Ｚ）
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去
る
５
月
１７
日（
日
）に
３０
周
年
記
念
例
会
を
開
催
し
、
３０
年
の
歴
史

の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
例
会
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２５
周
年
の

記
念
式
典
で
は
多
数
の
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
盛
大

に
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
記
念
例
会
と
し
３
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン

平
家
健
次
郎
氏
を
は
じ
め
、
３
Ｚ
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン

渡
辺
知
彦
氏
、
３
Ｚ
地
区
委
員
の
清
家
祥
一
氏
、
白
形
晴
夫
氏
、

３
Ｚ
の
５
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
交
流
例
会
訪
問
と
し
て
伊
予
長
浜
Ｌ
Ｃ
、

保
内
Ｌ
Ｃ
の
２
ク
ラ
ブ
の
合
計
２０
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
参
加
者
総

勢
５０
名
の
記
念
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

鬼
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
１
９
７
９
年
６
月
２３
日
宇
和
島
中
央

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
ま
し
て
、
日
本
で

２
３
５
３
番
目
、
３
３
６－

Ａ
地
区
で
１
０
７
番
目
の
ク
ラ
ブ
と
し
て

結
成
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
「
地
域
に
根
ざ
し
、
背
伸
び
せ
ず
、
分
に

応
じ
」
を
ク
ラ
ブ
運
営
の
基
本
と
し
て
、
歴
代
会
長
を
中
心
に
奉
仕
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
今
回
の
３０
周
年
記
念
例
会
を
、
ク
ラ
ブ
会
長
と
い
う
立
場
で

迎
え
る
事
に
な
り
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
参
加
い
た
だ
い
た
各

ク
ラ
ブ
の
課
題
や
目
標
に
つ
い
て
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ど
の
ク
ラ
ブ
も
会
員
の
減
少
が
１
番
の
悩
み
で
し
た
。
こ

れ
は
各
ク
ラ
ブ
共
通
で
永
遠
の
問
題
で
あ
り
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い

く
か
を
こ
の
記
念
例
会
を
機
に
、
改
め
て
会
員
一
人
一
人
が
真
剣
に
考

え
て
い
く
事
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
会
長
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
バ
カ
に
な
れ
、
バ
カ
に
な
れ
、
で

ウ
ィ
サ
ー
ブ
」
と
し
て
い
ま
す
。

奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
人
達
は
多

数
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は

奉
仕
活
動
を
す
る
全
て
の
人
達
に

共
通
す
る
心
だ
と
思
い
ま
す
。
人

の
た
め
だ
と
思
う
と
つ
ら
く
な
る

の
で
「
自
身
の
た
め
に
ウ
ィ
サ
ー

ブ
」
と
考
え
る
と
楽
し
く
奉
仕
が

で
き
る
、「
バ
カ
」
が
付
く
く
ら

い
一
生
懸
命
に
や
っ
て
み
よ
う
と

言
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

頂
く
の
は
そ
の
人
そ
の
人
の
感
動

で
す
。

徳
島
県
の
ほ
ぽ
中
央
に
位
置
し
、
緑
と
清
流
の
町
神
山
に
１
９
８
９

年（
平
成
元
年
）９
月
３
日
、
徳
島
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ス
ポ
ン
サ

ー
に
よ
り
神
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
で
は
、
県
立
神
山
森
林
公
園
に
神
山
産
青
石
の

巨
大
景
石
を
建
立
し
県
に
寄
贈
。

会
員
４４
名
の
華
々
し
い
船
出
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
は
、「
会
報
誌
か
み
山
」
の
神
山
町

内
全
戸
配
布
を
始
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
、
ア
ド
プ
ト
ア
ハ

イ
ウ
エ
イ
（
道
路
清
掃
）、
神
山
町
内
の
青
少
年
健
全
育
成
を
趣
旨
と

し
た
、
神
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
賞
の
贈
呈
、
ホ
タ
ル
い
っ
ぱ
い
運
動
の
実
施

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
２０
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
神
山
町
「
創
造
の
森
」
に

河
津
桜
２
７
０
本
、
蜂
須
賀
桜
２０
本
、
明
王
寺
桜
１０
本
、
神
山
し
だ
れ

桜
５０
本
、
仙
台
し
だ
れ
桜
４０
本
計
３
９
０
本
を
２
ヶ
月
間
に
わ
た
り
、

会
員
全
員
参
加
の
も
と
植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
い
つ
の
日
か
、
桜

の
名
所
と
し
て
た
く
さ
ん

の
方
々
が
お
越
し
に
な
る

こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

２０
周
年
を
迎
え
、
会
員

一
同
初
心
に
立
ち
返
り
、

ウ
イ
サ
ー
ブ
・
奉
仕
の
精

神
に
な
お
一
層
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
、
背
丈
に
合

っ
た
活
動
を
実
施
し
、
地

城
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る

ク
ラ
ブ
と
な
る
よ
う
日
々

努
力
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

会 長 清家 茂

会 長 田村 廣之

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３００００００００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記 念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念 例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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鬼北ライオンズクラブ（３Ｒ－３Ｚ）

神山ライオンズクラブ（９Ｒ－３Ｚ）
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野中兼山

７
Ｒ－

３
Ｚ
Ｃ

畠

山

権

治

（
土
佐
本
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

土
佐
藩
・
初
代
藩
主
・
山
内
一
豊

二
代
藩
主
・
山
内
忠
義

一
豊
の
土
佐
藩
在
住
は
、
僅
か
四

年
と
十
一
ケ
月
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
土
佐
藩
政
の
基
礎
は
、
ほ
と

ん
ど
は
二
代
藩
主
に
よ
っ
て
な
さ
れ

た
。
こ
の
藩
主
の
信
頼
が
厚
く
、
諸

政
を
一
任
さ
れ
土
佐
藩
の
礎
と
な
っ

た
の
が
、
野
中
兼
山
で
あ
る
。

兼
山
の
生
い
立
ち

兼
山
の
父
・
山
内
良
明
の
母
・
合

は
山
内
一
豊
の
妹
で
あ
る
。
父
・
良

明
は
二
万
九
千
石
の
大
領
で
あ
っ
た

が
、
訳
あ
っ
て
土
佐
を
去
っ
た
。

一
六
一
五
年
播
州
姫
路
で
浪
人
中
に

賢
夫
人
と
言
わ
れ
た
後
妻
・
萬
女
と

の
間
に
う
ま
れ
た
の
が
兼
山
で
あ
る
。

四
歳
で
父
を
亡
く
し
た
兼
山
は
赤
貧

洗
う
が
ご
と
き
状
況
で
諸
所
を
流
浪

の
末
、
五
歳
の
時
か
ら
泉
州
境
に
住

む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
の
境
は

急
激
に
発
展
す
る
商
品
経
済
と
南
蛮

貿
易
の
展
開
に
よ
っ
て
活
況
を
呈
し
、

織
物
や
鉄
砲
の
生
産
ば
か
り
で
な
く

諸
工
業
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
兼
山
は

自
由
都
市
的
な
雰
囲
気
の
中
で
質
屋

に
も
勤
め
経
理
知
識
も
習
得
し
た
。

こ
の
繁
栄
し
躍
動
す
る
環
境
が
将
来

の
大
器
を
育
て
た
。

兼
山
の
土
佐
入
国

一
六
二
七
年
（
寛
永
四
年
）
十
三

歳
の
時
、
叔
父
・
野
中
玄
蕃
の
養
子

と
な
り
、
土
佐
に
入
国
し
た
。

二
十
二
歳
の
時
、
養
父
・
玄
蕃
の

逝
去
に
伴
い
、
そ
の
後
を
継
い

で
奉
行
職
に
就
い
た
。
土
佐
に

来
た
兼
山
は
泉
州
境
と
の
対
比

で
、
そ
の
貧
し
さ
に
愕
然
と
し
、

こ
の
土
佐
を
皆
が
楽
し
く
暮
ら

せ
る
豊
か
な
国
に
し
よ
う
と
決

意
し
、
兼
山
の
富
国
強
兵
が
始

ま
っ
た
。
井
筋
を
引
き
、
荒
野

を
開
墾
し
、
多
く
の
新
田
を
つ

く
り
、
港
湾
を
改
修
し
、
さ
ら

に
諸
制
度
を
改
革
す
る
。
前
進

に
つ
ぐ
前
進
で
あ
っ
た
。

兼
山
の
事
績

そ
の
業
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
の
で
列
挙
す
る
。
一
、
学
問
の
振

四
国
の
偉
人

高
知
県

特

別

寄

稿

土
佐
藩
の
礎

野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼

山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
（
一
六
一
五
〜
一
六
六
三
年
）
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PPrrooffii llee
はたけやま けん じ

畠 山 権 治
１９３５年１月１４日生

財団法人 兼山会 理事長

特定非営利活動法人

大石郷愛会 理事長

［［ラライイオオンンズズ経経歴歴］］

１９８８年７月 土佐本山ＬＣ入会

２００４～２００５年 土佐本山ＬＣ 会長

２００８～２００９年 ３３６‐Ａ地区 ７Ｒ‐３ＺＣ

帰全山公園（本山町）にある野中兼山像は、図面を左
手に持ち、工事の陣頭指揮に当たっているかのような
勇ましい姿

興

二
、
諸
制
度
�
郷
士
制
度
の
創

設
�
山
林
制
度
（
輪
伐
法
と
移
出
制

限
）
�
米
価
の
官
定
�
量
制
の
統
一

�
税
法
の
創
設

三
、
創
始
し
た
事

業
�
野
市
の
野
開
き
�
山
田
町
の
創

設
�
後
免
町
の
創
始
�
木
材
市
場
の

創
設
�
陶
器
工
業
の
創
始
�
長
崎
倉

と
通
訳
養
成
�
有
用
植
物
の
保
護
奨

励
�
蜜
蜂
の
蕃
食
	
捕
鯨
組
織
の
創

設


水
産
物
の
繁
殖
施
設

四
、
土

木
事
業－

一
�
河
川
の
整
理
�
原
野

の
開
墾

土
木
事
業－

二
疎
水
と
潅

漑
�
物
部
川
流
域
の
疎
水
�
吉
野
川

流
域
の
疎
水
�
仁
淀
川
流
域
の
疎
水

�
四
万
十
川
流
域
の
疎
水
と
悪
水
排

除
�
松
田
川
流
域
の
疎
水

土
木
事

業－

三
港
湾
�
室
戸
岬
付
近
�
津
呂

港
�
室
津
港
�
手
結
港
�
柏
島
�
室

戸
港
�
仁
井
田
の
空
堀
な
ど
で
あ
る
。

深
尾
出
羽
、
山
内
下
総
な
ど
の

陰
謀一

六
五
六
年
（
明
暦
二
年
）
兼
山

が
四
十
二
歳
の
時
、
二
代
藩
主
・
忠

義
が
隠
居
し
、
三
代
藩
主
に
忠
豊
が

な
っ
た
。
こ
の
機
会
に
深
尾
、
山
内

両
家
の
陰
湿
な
政
権
奪
取
の
反
撃
が

始
ま
っ
た
。
兼
山
が
若
く
か
ら
活
躍

し
、
二
十
八
年
余
り
に
わ
た
り
両
家

は
出
る
幕
が
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
善

政
で
も
反
対
者
は
い
る
。

彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て

兼
山
の
悪
材
料
を
土
佐
全
国
か
ら
集

め
さ
せ
、
兼
山
の
弾
劾
を
始
め
た
。

兼
山
は
一
切
の
弁
明
を
し
な
か
っ
た
。

力
を
持
ち
な
が
ら
反
撃
し
な
い
兼
山

を
周
囲
の
人
々
は
不
思
議
に
思
っ
た
。

兼
山
は
誠
心
誠
意
、
国
や
領
民
の
繁

栄
や
平
穏
の
た
め
、
走
り
続
け
た
己

に
高
い
誇
り
と
自
信
が
あ
り
、
全
精

力
を
傾
注
し
た
歳
月
に
悔
い
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
一
六
六
三
年
（
寛

文
三
年
）
兼
山
は
引
退
し
、
そ
の
年

の
十
二
月
十
五
日
に
四
十
九
歳
で
没

し
た
。
深
尾
出
羽
一
派
は
兼
山
の
重

り
が
な
く
な
る
と
、
さ
ら
に
、
兼
山

一
族
の
一
家
断
絶
を
計
っ
た
。

野
中
兼
山
と
坂
本
龍
馬

兼
山
と
兼
山
廟

明
治
維
新
で
活
躍
し
た
土
佐
藩
郷

士
の
社
会
的
経
済
的
基
盤
は
兼
山
が

な
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
佐
藩
政
時

代
の
代
表
的
人
物
と
し
て
、
躊
躇
な

く
藩
政
初
期
の
野
中
兼
山
と
藩
政
終

期
の
坂
本
龍
馬
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
偉
人
・
野
中
兼
山
は
土
佐
藩

二
十
四
万
石
を
実
質
五
十
万
石
に
倍

増
し
、
今
日
で
も
高
知
県
下
の
水
路

の
九
割
余
り
は
兼
山
の
贈
り
物
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
兼
山
の
遺
徳
顕
彰

と
開
発
精
神
の
高
揚
は
、
兼
山
の
逝

去
以
来
、
領
民
の
燃
え
上
が
る
崇
敬

の
念
か
ら
兼
山
廟
を
中
心
に
し
て
三

四
〇
年
余
り
、
絶
え
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
る
。

２９



香
り
が
命
で
す

耳
が
痛
く
な
る
ほ
ど
寒
い
冬
の
日
。
赤
み

が
か
っ
た
だ
い
だ
い
色
の
ポ
ン
カ
ン
を
手
で

パ
カ
ン
と
半
分
に
割
る
。
甘
酸
っ
ぱ
い
独
特

の
香
り
が
部
屋
中
に
パ
ー
ッ
と
広
が
る
。

「『
お
っ
、
だ
れ
な
、
ポ
ン
カ
ン
を
食
べ

ゆ
う
が
は
？
』
と
言
う
ほ
ど
の
香
り
、
そ
れ

が
ポ
ン
カ
ン
の
命
。
口
に
入
れ
た
ら
中
の
袋

が
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ん
で
す
よ
ね
え
」

歴歴

史史

ポ
ン
カ
ン
は
冬
の
特
産
果
樹
の
代
表
格
の

一
つ
。

ポ
ン
カ
ン
は
イ
ン
ド
の
ス
ン
タ
ラ
地
方
を

原
産
と
す
る
亜
熱
帯
の
か
ん
き
つ
。
漢
字
で

は
凸
柑
、
椪
柑
と
書
く
。
ち
な
み
に
（
ポ
ン

カ
ン
の
ポ
ン
は
イ
ン
ド
西
部
の
地
名Poona

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
南
部
、
台
湾
な
ど
で

栽
培
さ
れ
て
お
り
、
本
県
で
は
大
正
四
年
ご

ろ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
（
県
農
業
技
術
課
調

べ
）。
平
成
十
一
年
産
の
県
内
栽
培
面
積
は

百
九
十
五
�
生
産
高
三
千
七
百
�
は
鹿
児
島

県
、
愛
媛
県
に
次
い
で
国
内
第
三
位
だ
。
県

内
の
主
産
地
は
須
崎
市
（
十
二
年
産
五
十
一

�
）、
東
洋
町（
同
四
十
四
�
）、
室
戸
市（
同

二
十
七
�
）、
土
佐
清
水
市
（
同
二
十
五
�
）。

海
沿
い
が
多
い
。

全
国
誌
な
ど
に
カ
ラ
ー
広
告
を
載
せ
る
な

ど
県
内
の
特
産
果
樹
と
産
地
を
商
業
面
で
支

え
、
育
て
た
人
物
で
あ
る
堀
田
利
徳
さ
ん
は

ポ
ン
カ
ン
に
つ
い
て
も
熱
意
を
込
め
て
育
成

を
さ
れ
た
と
い
う
。

「『
お
ま
ん
ら
あ
、
頑
張
っ
と
う
せ
よ
。
わ

し
が
こ
の
ポ
ン
カ
ン
を
特
産
果
実
に
し
て
み
せ

る
き
』
っ
て
。
常
に
最
高
の
値
を
付
け
て
引

き
上
げ
て
く
れ
た
」
と
あ
る
生
産
者
は
言
う
。

代
表
的
産
地
は
須
崎
市
の
立
目

（
た
ち
め
）。
ポ
ン
カ
ン
が
樹
上

で
色
づ
い
た
十
二
月
上
旬
、
浦
ノ

内
湾
を
望
む
立
目
に
向
か
っ
た
。

「
三
つ
の
太
陽
」

昨
年
十
二
月
上
旬
、
浦
ノ
内
湾
に
臨
む
須

崎
市
立
目
地
区
。

あ
ち
こ
ち
の
山
の
斜
面
が
赤
み
が
か
っ
た

だ
い
だ
い
色
に
染
ま
っ
て
い
た
。

立立

目目

な
ぜ
、
立
目
で
お
い
し
い
ポ
ン
カ
ン
が
作

ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

「
一
つ
は
、
地
形
で
し
ょ
う
ね
」

「
切
り
立
っ
た
山
が
せ
り
出
し
て
い
る
で

し
よ
う
。
そ
の
山
が
海
か
ら
の
太
陽
の
照
り

返
し
を
受
け
る
。
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

ぐ
ら
い
ま
で
、
海
面
は
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
鏡

の
よ
う
に
見
え
ま
す
よ
。
味
の
決
め
手
は
、

光
と
水
は
け
の
良
さ
で
す
」

「
適
度
な
潮
風
と
、『
三
つ
の
太
陽
』
が

立
目
に
は
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
空
の
太
陽
、
も
う
一
つ
は
海
か
ら
の
反
射
。

残
る
一
つ
が
石
垣
の
反
射
」

こ
の
説
に
は
科
学
的
な
裏
付
け
も
あ
る
。

太
陽
は
水
と
二
酸
化
炭
素
で
栄
養
分
を
作
り

出
す
光
合
成
を
行
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

三
つ
の
太
陽
に
よ
っ
て
木
の
あ
ち
こ
ち
に
光

が
当
た
る
。

さ
て
一
口
に
ポ
ン
カ
ン
と
言
っ
て
も
主
に

三
系
統
が
あ
る
。一
足
早
く
出
回
る
早
生（
わ

７
Ｒ－

Ｒ
Ｃ

矢

野

利

平

（
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

土
佐
の

く
だ

も
の

が
た
り

果
物
語

ポ
ン
カ
ン

特
産
品
に
ま
つ
わ
る
特
集

高
知

赤みがかっただいだい色。
その皮をむくと甘い香りがパーッと広がる。

（
特
産
果
樹
）

３０

特産品にまつわる特集
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矢 野 利 平
１９３６年１２月２２日生

�四国相互手形センター
代表取締役社長

［［ラライイオオンンズズ経経歴歴］］
１９８０年７月 入会
１９８６年～１９８７年 クラブ幹事
１９８７年～１９８８年 クラブ理事
１９８９年～１９９０年 クラブ会計
１９９３年～１９９４年 ライオンテーマ
１９９５年～１９９６年 クラブ会長
１９９７年～１９９８年 ３３６-A地区キャビネット副幹事
１９９８年～１９９９年 ８R-２ＺC
１９９９年～２０００年 会員理事
２００２年～２００３年 ３３６-A地区キャビネット幹事
２００２年～２００３年 国際会長感謝状
２００７年～２００８年 マスター・キー賞（２０）
２００７年～２００９年 会員理事
２００８年～２００９年 MJF１６回
２００８年～２００９年 ３３６-A地区７R-RC

ポポポポポポ ンンンンンン カカカカカカ ンンンンンン
～酸味少なく甘味の強い南国の柑橘～

ポンカンの歴史は結構長く、根強い人気を誇っています。
品種に違いはあるものの、果梗部（頭）が突き出ており、反対に果頂部（お尻）がへこん
でいるのが外見上の特徴。また、へたの部分に放射状の溝が入っていることが多いよ
うです。柑橘類の中では酸味が少なく、まろやかな甘味を楽しめるフルーツです。

食 べ 方 ポンカンを触ってみるとぶかぶかした感じがします。
これは、実と皮の間に少しすきまがあるためで、手で簡単にむくことができます。
じょうのう（中の小袋）はむかずに、そのまま食べるのがお勧め。

出回り期 ポンカンは収穫後すぐに出荷されるわけではありません。多くは１２月に
収穫され、その後しばらく貯蔵することによって皮の水分をとばし、果
実に弾力性を持たせ、味をマイルドに調えるのです。
この作業を「予措（よそう）」といい、腐敗防止にも役立っています。産地
では食べごろになったものから順に出荷していくので、出回り期は１２月
から３月にかけてになります。ピークは１月・２月です。

見分け方 表面がダイダイ色が濃く、持ってみて重曇感のあるものを選んでください。
予措（よそう）によって皮の水分は意図的に抜かれていますから、表面
が少 し々なびた感じになっていても問題はありません。

産 地 ポンカンが栽培できるのは温暖で排水の良い地域に限られます。従っ
て産地は九州・四国地方の温暖地帯に集中しています。
特に生産が盛んなのは鹿児島県と愛媛県であり、高知・熊本・大分がそ
の後に続きます。
アジア諸国でも栽培されており、台湾産などが輸入され、日本の市場に
出回っています。

保存方法 暖房の効いた部屋に長期間置いておくと味がぼけてきますので、日の
当たらない涼しい場所に置いてください。

栄 養 ビタミンＣは１００g中４０mgで、みかんよりも若干多く含まれる健康フル
ーツです。クエン酸は疲労回復にとても効果があります。
また、最近の研究で、アレルギーや動脈硬化を抑制する成分が含まれて
いることも明らかになってきました。

歴 史 インドのスンタラ地方原産。ここから唐の時代の中国に伝わり、１８世紀
には台湾にまで広まりました。

せ
）
の
高
し
ょ
う
系
、
中
生
（
な
か
て
）
の

岡
山
系
、
晩
生
（
お
く
て
）
の
低
し
ょ
う
系
。

気気

候候

昔
は
ポ
ン
カ
ン
作
り
の
味
方
だ
っ
た
気
候

が
、今
は
足
を
引
っ
張
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
」

「
高
し
ょ
う
系
は
果
案
が
縦
長
な
ん
で
す
。

葉
の
緑
色
も
濃
く
て
大
き
い
。
低
し
ょ
う
系

の
実
は
温
州
ミ
カ
ン
の
よ
う
に
ぺ
し
ゃ
ん
と

つ
ぶ
れ
た
感
じ
。
葉
は
小
さ
く
て
少
し
黄
緑

色
っ
ぽ
い
ん
で
す
ね
。
岡
山
系
の
木
は
低
し

ょ
う
系
に
似
て
い
る
が
「
実
の
大
き
さ
は
高

し
ょ
う
系
と
低
し
ょ
う
系
の
中
間
。
葉
の
色

は
緑
色
が
濃
く
て
、
小
さ
い
で
す
ね
」

つ
ま
り
木
や
実
の
外
観
か
ら
も
違
い
が
分

か
る
。

こ
の
実
に
お
い
し
さ
を
加
え
る
に
は
人
の

管
理
、
技
術
が
欠
か
せ
な
い
。

三
つ
の
太
陽
が
な
い
産
地
も
同
じ
だ
。

「
暖
か
い
雨
」
が
危
険

「
収
穫
の
一
ヵ
月
前
か
ら
収
穫
ま
で
の
雨

と
気
温
が
実
の
お
い
し
さ
の
八
、
九
割
を
決

め
ま
す
。
暖
か
い
雨
が
一
、
二
日
降
り
続
く

と
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
」

一
昨
年
十
二
月
の
雨
は
、
水
腐
れ
症
多
発

に
つ
な
が
っ
た
。
県
農
業
技
術
課
の
専
門
技

術
員
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

「
水
腐
れ
症
と
い
う
の
は
、
実
の
果
頂
部

（
へ
た
の
反
対
側
の
部
分
）
に
水
が
た
ま
り
、

油
胞＝

果
皮
の
表
面
に
見
え
る
オ
レ
ン
ジ
色

の
斑
点
（
は
ん
て
ん
）＝

が
つ
ぶ
れ
て
皮
が

腐
る
こ
と
で
す
。
見
た
目
の
悪
さ
か
ら
商
品

価
値
が
な
く
な
り
ま
す
」

雨
が
降
っ
た
後
に
乾
燥
し
た
風
が
吹
か
ず
、

果
実
が
ぬ
れ
た
状
態
が
長
く
続
く
こ
と
が
水

腐
れ
症
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
。

「
温
暖
化
に
よ
っ
て
果
実
の
色
づ
き
が
遅

く
な
る
ん
で
す
。
中
身
は
熟
し
て
い
る
の
に
、

皮
の
色
づ
き
を
待
つ
た
め
樹
上
で
置
く
。
置

き
す
ぎ
て
皮
が
老
化
し
、
水
を
吸
い
込
み
や

す
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
」

実
際
に
気
温
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ポ
ン
カ
ン
の
収
穫
前
と
収
穫
真
っ
最
中
の
十

一
、
十
二
月
を
見
て
み
た
。

高
知
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十

六
年
―
平
成
十
二
年
の
平
均
気
温
は
十
一
月

が
一
三
・
四
度
、
十
二
月
が
八
・
二
度
。
十

一
月
の
場
合
、
平
成
元
年
か
ら
の
十
二
年
間

で
、
七
年
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
平
均
気
温
と

同
じ
か
上
回
っ
て
い
る
。
十
二
月
も
同
じ
か

上
回
っ
た
の
が
十
回
も
あ
る
。

「
昔
は
霜
柱
を
ば
り
ば
り
踏
み
な
が
ら
作

業
に
行
き
よ
っ
た
。
今
は
も
う
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
」

生
産
者
は
肌
で
変
化
を
感
じ
て
い
る
。

土
佐
の
ぽ
ん
か
ん
は
ま
っ
こ
と
う
ま
い
き

早
よ
う
た
べ
て
み
と
う
せ
よ
�

３１



336-A地区会員現況
（入退会は累計・２００９年４月３０日現在）

４月末
５１
３０
５０
３２
３８
２５
２２６
７４
５７
４１
３５
３６
２４３
２２
２０
３６
３５
１２
１２５
５９４
２８
２７
４３
１４
３６
３９
１８７
３６
２２
４９
３８
３７
３７
２１９
５１
２６
３５
４９
２８
１８９
５９５
３６
６０
４４
３８
２４
２３
５４
２７９
４１
３８
１８
２８
１２５
３７
３３
３８
２４
３１
３２
１９５
５９９

６，１１６

退会
７
２
１３
１
３
５
３１
４
３
３
１
２
１３
３
３
８
２
２
１８
６２
１
１
５
１
１
３
１２
０
３
２
３
３
４
１５
８
１
１
３
３
１６
４３
２
２
２
１
１
１
６
１５
４
１
４
１
１０
１
５
２
０
１
２
１１
３６

４７１

入会
２
１
２
０
４
０
９
５
１
３
４
１
１４
３
４
４
５
３
１９
４２
１
０
１
２
２
２
８
１
２
３
３
２
３
１４
２
１
０
２
０
５
２７
１
１
０
４
０
０
７
１３
５
３
２
３
１３
４
０
３
１
２
２
１２
３８

４０８

期首
５６
３１
６１
３３
３７
３０
２４８
７３
５９
４１
３２
３７
２４２
２２
１９
４０
３２
１１
１２４
６１４
２８
２８
４７
１３
３５
４０
１９１
３５
２３
４８
３８
３８
３８
２２０
５７
２６
３６
５０
３１
２００
６１１
３７
６１
４６
３５
２５
２４
５３
２８１
４０
３６
２０
２６
１２２
３４
３８
３７
２３
３０
３２
１９４
５９７

６，１７９

クラブ名
高知鷹城
室 戸
高知鏡川
高 知 南
高知よさこい
土佐国府
Ｚ 合 計
高知黒潮
高 知 桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Ｚ 合 計
土佐山田
土佐本山
南 国
土佐香南
大 豊
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
徳 島
小 松 島
徳 島 南
徳 島 北
阿波勝浦
徳島すだち
Ｚ 合 計
徳島中央
石 井
徳島城山
上 板
徳島吉野川
土 成
Ｚ 合 計
阿 南
日 和 佐
徳 島 東
徳島マリンピア
阿南リバティ
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
徳島眉山
鳴 門
藍 住
板 野
松茂徳島空港
鳴 門 西
北 島
Ｚ 合 計
阿波池田
脇

三 加 茂
半 田
Ｚ 合 計
徳 島 西
鴨 島
阿 波
徳島国府
神 山
徳 島 藍
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計

地 区 合 計

Ｚ

１

２

３

１

２

３

１

２

３

Ｒ

７

８

９

４月末
５２
４０
２８
３３
３４
１５
２０２
６８
３１
２６
３４
４５
２６
２３０
３８
５８
６０
４０
３０
２２６
５４
６５
５０
５８
２９
２４
２８０
９３８
９３
５０
５４
２８
５５
４７
３２７
３９
４１
４１
５８
４４
３８
２６１
５８８
５０
７０
４９
３６
３９
１５
２５９
４８
５２
２９
２９
２３
１８１
４９
５４
２３
２３
２９
１６
１９４
６３４

退会
６
４
２
５
０
３
２０
２
３
３
２
２
３
１５
６
４
４
５
０
１９
６
４
７
３
２
４
２６
８０
７
３
２
０
４
２
１８
２
５
０
２
０
２
１１
２９
３
３
７
１
５
３
２２
６
２
２
１
３
１４
０
２
４
１０
１
２
１９
５５

入会
７
１
２
４
１
０
１５
５
１
２
０
４
５
１７
４
０
６
４
０
１４
１０
２
６
３
０
４
２５
７１
５
９
４
３
１
３
２５
３
１
１
２
２
４
１３
３８
２
２
２
３
２
４
１５
２
１
０
０
１
４
３
４
２
４
０
４
１７
３６

期首
５１
４３
２８
３４
３３
１８
２０７
６５
３３
２７
３６
４３
２４
２２８
４０
６２
５８
４１
３０
２３１
５０
６７
５１
５８
３１
２４
２８１
９４７
９５
４４
５２
２５
５８
４６
３２０
３８
４５
４０
５８
４２
３６
２５９
５７９
５１
７１
５４
３４
４２
１４
２６６
５２
５３
３１
３０
２５
１９１
４６
５２
２５
２９
３０
１４
１９６
６５３

クラブ名
高 松
小 豆 島
小豆島東
高 松 葵
高 松 南
高 松 愛
Ｚ 合 計
高 松 東
高 松 西
直 島
八 栗
高松源平
高松中央
Ｚ 合 計
東かがわ
長 尾
志 度
三木さぬき
高松グリーン
Ｚ 合 計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高 松 北
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
丸 亀
坂 出
坂出白峰
綾 歌 郡
丸亀京極
う た づ
Ｚ 合 計
観 音 寺
善 通 寺
多 度 津
三 豊
こんぴら
観音寺中央
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
高 知
高 知 柏
高 知 東
高 知 北
高 知 桜
高知とさみずき
Ｚ 合 計
須 崎
土 佐
伊 野
佐川越知
中 土 佐
Ｚ 合 計
四 万 十
土佐清水
宿 毛
窪 川
大 方
大 正
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計

Ｚ

１

２

３

４

１

２

１

２

３

Ｒ

４

５

６

４月末
４９
２３
４３
３５
５０
３９
２３９
５９
５３
０
４７
２１
３９
３７
２８
２８４
３２
８４
４０
３４
４０
５７
２８７
８１０
６４
４４
３８
４１
１８７
６１
６６
６２
６３
２６
２７８
４２
５０
４４
３９
３２
２０７
５６
４４
１７
５８
１７５
８４７
５０
２８
１７
３１
２８
１５４
４６
１７
３６
３２
４９
１８０
３３
３１
３２
３２
３１
１８
１７７
５１１

退会
０
２
４
３
０
４
１３
２
２
１３
３
０
２
２
５
２９
３
２
５
４
３
４
２１
６３
６
２
２
２
１２
２
２
４
２
６
１６
３
５
２
２
１
１３
２
４
１
１
８
４９
８
２
３
４
２
１９
１
２
５
０
４
１２
４
２
２
４
５
６
２３
５４

入会
０
０
３
２
１
４
１０
５
３
０
２
０
４
９
３
２６
３
４
６
４
０
２
１９
５５
６
１
４
１
１２
３
３
２
３
２
１３
４
４
２
２
２
１４
２
４
２
３
１１
５０
１１
２
１
３
２
１９
５
２
４
０
１
１２
４
２
４
６
４
０
２０
５１

期首
４９
２５
４４
３６
４９
３９
２４２
５６
５２
１３
４８
２１
３７
３０
３０
２８７
３２
８２
３９
３４
４３
５９
２８９
８１８
６４
４５
３６
４２
１８７
６０
６５
６４
６２
３０
２８１
４１
５１
４４
３９
３１
２０６
５６
４４
１６
５６
１７２
８４６
４７
２８
１９
３２
２８
１５４
４２
１７
３７
３２
５２
１８０
３３
３１
３０
３０
３２
２４
１８０
５１４

クラブ名
松山ホスト
久 万
松 山 東
砥 部
松山つばき
松山城山
Ｚ 合 計
松山道後
伊 予
双 海
松 山 西
松 前
松 山 北
松山湯築
松山城東
Ｚ 合 計
北 条
松山中央
松 山 南
東 温
松山金亀
松山白鷺
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
新 居 浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Ｚ 合 計
今 治
今治中央
今 治 東
今治くるしま
今治サーチング
Ｚ 合 計
伊予三島
川 之 江
伊予土居
伊予三島法皇
川之江中央
Ｚ 合 計
西 条
東 予
伊予小松
西条石鎚
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計
大 洲
宇 和
伊予長浜
内 子
野 村
Ｚ 合 計
八 幡 浜
三 瓶
伊 方
保 内
八幡浜みなと
Ｚ 合 計
宇 和 島
伊予吉田
宇和島中央
南 宇 和
鬼 北
津 島
Ｚ 合 計

Ｒ 合 計

Ｚ

１

２

３

１

２

３

４

１

２

３

Ｒ

１

２

３

会員現況

３２
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物 故 会 員

謹んでお悔やみ申し上げます
�氏名・享年
�LC名
�入会年月日
�没年月日

河野 幸男（６７歳）
４Ｒ－１Ｚ小豆島東
１９８２年１２月１日
２００９年１月２９日

�
�
�
�

賀勢 武文（８８歳）
９Ｒ－１Ｚ鳴門西
１９８３年７月１日
２００９年３月１５日

�
�
�
�

西村 政（８１歳）
４Ｒ－４Ｚ高松紫雲
１９７０年３月８日
２００９年１月２５日

�
�
�
�

清水 賢治（６２歳）
８Ｒ－１Ｚ徳島南
１９８５年１０月１日
２００９年１月２３日

�
�
�
�

永井 康弘（５９歳）
７Ｒ－１Ｚ高知鏡川
１９９２年１１月１９日
２００９年１月１０日

�
�
�
�

田中 敏博（５９歳）
９Ｒ－３Ｚ鴨島
２００４年９月４日
２００９年２月２６日

�
�
�
�

神内つるえ（７８歳）
４Ｒ－２Ｚ高松中央
１９７７年１２月
２００９年２月９日

�
�
�
�

藤岡 繁夫（７７歳）
８Ｒ－３Ｚ日和佐
１９９６年５月
２００９年２月１８日

�
�
�
�

迫間 良子（７１歳）
９Ｒ－１Ｚ鳴門
２００２年７月１日
２００９年３月２５日

�
�
�
�

田村 速見（７７歳）
９Ｒ－２Ｚ阿波池田
１９８３年１０月２０日
２００９年３月３１日

�
�
�
�

坂出キャビネット地区誌編集委員会

写真右より合場正行、香川春一、原 卓二、委員長 宮本宗雄、
河津 學、大塚成和、宮本俊一

２００９年３月３１日現在（敬称略）

こここここここののののののの一一一一一一一年年年年年年年間間間間間間間ごごごごごごご愛愛愛愛愛愛愛読読読読読読読ああああああありりりりりりりがががががががとととととととうううううううごごごごごごござざざざざざざいいいいいいいままままままましししししししたたたたたたた�������

委員会風景
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